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I 美沢10遺跡の調査

、





I 美沢10遺跡の調査

’
1 ．概要

美沢10遺跡は、ペンケナイ川上流部に形成された舌状台地の先端付近にあり、標高25mの台

地上からそれに続く北向きの斜面に立地している。本年度の調査は、付替道路工事範囲4,027nf

についてⅡ黒層をおもな対象として行ない、下位のⅢ黒層、 ローム質粘土層についても、それ

ぞれ発掘面積の10%相当について確認調査を実施した。

調査の結果、 Ⅱ黒眉からは、住居跡5軒、土擴42個、 Tピット5個の遺構とともに土器、

石器等25,050点や住居跡に伴う多量の炭化材が検出された。

住居跡は、 いずれも台地上にあり、縄文中期後葉（Ⅲ群b－2類期） に位置付けられる。

これらは､長径10mを越す卵形の大型住居跡､長径3～4mほどの楕円形の中型住居跡径3m

ほどの円形を呈する小型の住居跡で構成されている。大型住居跡(H-1)は、幅1mほど

のベンチをもつ二段構造で、内壁沿いに柱穴がめぐるものである。中型の住居跡(H-2･ 5)

は火災にあったもので、大量の炭化材が検出された。両者には、炭化材の分布や使用材の分布

などに相違がみられるが、基本的な構造に大きな差はなかったものと推定される。 これらの炭

化材については、現在、三野紀雄氏（北海道開拓記念館）に樹種同定を依頼しており、詳細な

鑑定結果を待って、構造等についても改めて報告したい。また、 この炭化材の14C年代測定を

行ったところ、 H－2では4,110=t60y.BP(KSU-1390)、 H－5では4,080±60y.B.P,

(KSU-1391) という極めて近似した値が得られた。小型の住居跡(H 3 ． 4)は、一

部が調査区外に及んでいるため、全容を明らかにはできなかった。

土擴はすべて台地上に分布しており、径lm内外の円または楕円形を呈するものがほとんど

である。時期が判明したのは、 27個あり、 4個は縄文早期に、 14個は前期に、 9個は中期に位

置付けられる。これら以外についても、覆土の堆積状況や土器の分布からみて、前期～中期に

属する可能性が高い。これらの機能については、 1個が縄文早期の石器製作に関わると考えら

れるほかは不明であり、墓と判断できたものもない。

Tピットは、斜面下部に2個、台地縁に3個ある。形状は、 T－2とした低地にあるもの

力;小判型のタイプであるほかは、溝状の細長いタイプのものである。台地縁にある3個は、等

高線に直交して作られ、列をなしている。このうちの2個からは杭穴が検出された。

検出された遺物のうち、土器は縄文早期後半～後期後葉にかけてのものが出土した。これら

の中では、前期後半（Ⅱ群b類）が最も多く、全体の42％を占めており、 Ⅲ群b－2類、 I

群b－4類がこれに次ぐ。これらはおもに台地平坦部に分布しており、時期または型式ごと

1



に若干の分布域の差が認められる。石器等では全体の92％がフレイク、チップ、礫、礫片で、

石器は極めて少ない。その中でも剥片石器および石斧の量が少なく、いわゆる北海道式石冠や
石錘が多い。また、片磨岩の礫も非常に多く、

表1 遺構一覧
大部分は火熱を受けて破砕している。

ローム質粘土層の調査では、台地縁から石核

1点､剥片15点が出土した｡本層表面下30～40cm

ほどのⅥ層中から検出されたもので、石片とと

もに微量ではあるが炭化物を含むスポットが

2か所確認された。石核、剥片の石材は黒曜石

めのう、珪岩で、 このうちの黒曜石石片2点に

ついて水和層年代測定を依頼した結果、 16, 100

’
~
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=t1,000y.BP. 、 17,000=t900y.BP.という値が得られた。 （野中－宏）

2． Ⅱ黒層の遺構と遺物

(1) 遺構

1 ）住居跡

5軒の住居跡はいずれも台地上にあり、 2軒(H-2 ･ 5)は台地縁に、他の3軒は台地
縁から離れた位置に作られている。 これら5軒の構築時期は、竪穴の構造や出土遺物等から縄
文中期後半（柏木川式、紅葉山式期） と考えられる。平面形は、卵型のもの1軒(H-1)、
五角形に近い楕円形のもの2軒(H-2 ． 5)、 円形と思われるもの2軒(H-3 ． 4)で

ある。 このうち、 H-1 ･ 2はⅡ黒層上面のレリーフからその存在が予想されたもので（図

-1)、両者には、竪穴の周囲に掘り上げ土を盛っていることが確認された。また、 H-2 ･

5は火災にあった住居跡で、多量の炭化材が検出されている。

H－1は、長径11mほどの大型住居で、南側でしか確認できなかったが、幅lmほどのベ

ンチをもち、内壁沿いに柱穴がめぐるものである。

H-2 ･ 5の火災住居跡は、長径4m、短径3m前後の中型のものである。ともに炉跡は

なく、主柱穴と考えられるものは、 H－2では短軸線上に2個、 H－5では長軸線上に4個

並んでいる。 H－2はさらに、径5cmほどの小柱穴が壁沿いにめぐっており、 これらに関連

すると考えられる炭化材も確認されている。炭化材の出土状況は、 H－2では北東部および

南西部に、 H－5では中心部に集中する傾向が認められるが、一方では南東部(H－2)、

~

南西部(H-5)にまったく炭化材が検出されていない部分がある。また、垂直分布では両

者ともに、覆土中位から床面にかけて分布しており、主に、 H－2では覆土9層中に、 H－

5では覆土7層中に含まれている。これらの土居は、住居が火災によって倒壊する際に、材と

ともに堆積したものであり、本来、構造材の上を覆っていたものと考えられる。材の遺存状態

は、 H－5が良好なのに対し、 H－2は悪く、半分ほどしか材の種類を判別できなかった。

両者の使用材には、割材、丸太、草本類、樹皮などがある。割材、丸太はいずれも数例を除き、

径5～6cm以下のものに限られており､割材は断面三角形で径5～6cmのものが､丸太は径2cm

前後のものが多く使われている。 しかし、両者にはH－2では割材が7割、丸太3割の使用

頻度であるのに対し、 H-5では丸太が9割を占めるという相違点が認められる。 これらの

割材、丸太は、竪穴中心部へ向って求心状に倒れているものと壁と平行に倒れているものがあ

り、ほとんどが屋根材として利用されたものと考えられる。以上のことから、両者の住居は使

用材の違いが認められるものの、基本的には比較的細い材を用いて屋根を組み、 その上に草本

類や土砂を葺いた構造であったと推定される。 （野中一宏）
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H－1

Ta-C層を除去し、 Ⅱ黒層の上面を精査した段階で、台地上の平坦部、 B7－79･89区を

中心とした区域のⅡ黒層が落ち込み、かつその周縁が盛り上がっているのを確認した（図1 ）。

この規模や形状から周堤墓のような大形遺構の存在が予想されたため、落ち込みの中心から放

射状に8本のベルトを設定した。その結果、この落ち込みは､住居跡であることが判明した（図

3）。

平面形は､南北を長軸とする卵形に近い楕円形を呈する｡南東端は範囲確認調査のテストピッ

トによりわずかに破壊されていた。南西壁からこのテストピットのある南東壁の外側に深さ2

~3cm位の不明瞭なテラスがあった。 このテラスは本来、竪穴周縁を全周していたものと思わ

れるが、東側では検出できなかった。

本住居跡はTa-d,層をわずかに掘り込んで床を構築してあり、床面はほぼ平坦でよくし

まっている。床面には部分的に炭化物粒がわずかに散在していた。炉は確認されていない。

柱穴は、床面のTa-d,層が汚れており、 この面での確認が困難なため床面全体をTa-

d2層上面まで掘り下げ、黒色土の落ち込みを検出するように努めた。また平面的に覆土を掘

り下げていく方法では、柱穴や壁の充分な観察ができないため、すべて小トレンチによってセ

クションを切る方法をとった。 この結果壁に沿って等間隔で並ぶ15個の柱穴と、壁からやや中

央寄りの位置に2個の柱穴を検出することができた（図3）。 これらの規模は、 Ta-d2上面

での直径が、 20～30cm、深さが15～70cmで、角度はすべて垂直方向であり、傾斜しているもの

はなかった。柱痕は確認できなかった。 P－4の覆土からⅢ群b－2類の土器片が1点出土

している。

壁はTa－dl層以下の掘り方がきわめて浅いため検出が困難であったが、壁際にわずかに

堆積している炭化物粒混じりの黒色土（土居断面図には図示していない）や遺物の存在を手が

かりとして壁の立ち上がりを確認した。後述するP-16 ･ 17 ･21はこのH－lの壁面を追求

していく過程で順次発見したものである （図2)｡ P－17は本住居跡を切って構築されている

が、 P-16 ．21についてはH－1との新旧関係は判然としない。

竪穴の覆土は単純で、先述した壁際の堆積土がある他は、覆土2層が床面の大部分を被覆し

ている。これは本住居跡の掘り込みが浅く、竪穴が比較的短時間に埋没したためと考えられる。

覆土1層は通常のⅡ黒居である。

竪穴の外縁に堆積している遺構排土は、 4～5m程の幅で本住居跡をとりまくようにあるが、

北西側の一部は、発掘区域外におよんでいるため完掘できなかった（図3）。排土は東側で一

個所途切れる部分があり、 この部分が出入口であった可能性がある。排士の最大居厚は約10cm

で、外側に向かうにつれ薄くなり、一部は覆土2層の上に流れ込んでいる。 この排土の上には、

Ⅱ黒層が被覆していた。排土部分の調査は、 まずこのⅡ黒層を除去して排土の範囲、形状を確

認、記録したのち、 これを掘り下げて遺構掘り込み面を検出した。出土遺物は、 Ⅱ黒層、排士、

掘り込み面より下の包含層の別に全点出土地点をプロットしながら取り上げた。

7



位置B7-87･88･89･96･97･98･ 99 ． C7-60･ 70･80 平面形楕円形

規模11.06×9.50/10.06×7.72/0.46 長軸方向N－0o－W

覆土 1層黒色（Ⅱ黒） 2層黒色（Ⅱ黒+(1 ,)

3層黒褐色土（Ⅱ黒） 4層黒色（Ⅱ黒>(1 ,)

5眉黒色（Ⅱ黒>d,)

遺物約1,000点の遺物のうち、遺構覆土や排土出土のものが大半を占め、床面出土遺物は

30点程度にすぎない（表6）。床面における出土状況は図5に示すごとくまとまりのない状態

であるが、土器片のいくつかは東側の壁側にやや集中する。土器はすべてⅢ群で、石器は剥片、

礫、礫片ばかりであった。覆土中の遺物はほとんどが覆土2層から出土した。排土中の遺物出

土状況は図5に示す通りで、 これらは住居建築の際に古い包含層から掘りあげられたものであ

る。 I～Ⅲ群の土器がみられる。

土器（図4－1～8、図6－1～7） 図6－1は、薄手で微隆起線の間に撚糸文と絡条体

圧痕文を施文する土器である。図4－17 ． 18、図6－2～5は胎土中に植物性繊維を含む土器

で、表面の剥落したものが多い。図4-17、図6-2 ･ 4は口縁部破片で、 17には内外面と口

唇上の平担面にも縄文が施文されている。 2は口縁部に1条の縄線文が認められる。図4-18、

図6－3 ． 5 ． 6は胴部破片であり、 18は内面にも施文されている。 3には縦位の撚糸文があ

る。 5は横位の貼付帯をもつ。

図4－1～16、図6－7は、繊維を含まない砂っぽい胎土で、やや不揃いな単節斜縄文が施

文され、貼付帯と竹管、半裁竹管文を特徴とする土器である。図4－1 ． 5～12,図6-17は

口縁部破片で、図4－5～7は口唇上に突起があり、その突起に対応して縦位の貼付帯がある。

貼付帯には5 ． 6は縄線文が、 7には半裁竹管の内面刺突文が施文される。

図4－1 ， 8～12、図6－7は平縁の部分で、図4-1 ･ 10･ 11 ．図6－7は口唇上に半裁

竹管による刺突列がある。 10は口縁文に直径約3mmの竹管による浅い押捺が2列みられる。 1l

は半裁竹管の内面を用いて口縁部に3条の並行沈線を描出している。

図4-2 ･ 3 ･13～16は胴部破片である。 2は頚部の屈曲部とおもわれ、幅広で横位の貼付

帯上に棒状施文具を斜位に強く押捺している。 13と14はやや細い貼付帯がやはり横位にあり、

その上に13は半裁竹管の外面を、 14は内面を用いた刺突列がある。 16は底部に近い破片で、下

側、すなわち底部により近い部分には縄文が施文されず半裁竹管の内面を用いた縦位の集合沈

線文がみられる。

石器等（図4－19～28、図5－1～18） 19と20は石槍またはナイフで、 19は有茎20は無茎

である。 19は茎部の一端を欠損している。 21は尖頭部を欠くが、石錐と思われる。 22～25はス

クレイパーですべて破片である。 26は石核で、打面転移を頻繁に繰り返して加撃している。図

5－1は全面磨製の石斧、 2 ． 3は未成品と思われる。 2は研磨が、 3は両側縁に剥離と敲打

痕が認められるが刃部の形成までには至っていない。 4 ． 5は砥石で複数の使用面をもつ。 6

は石錘の破片、 7は土器片を円盤状に加工している。8は有孔石製品の破片である。 (森秀之）
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H-2 (図7 ･ 8)

南側壁の一部はP-38に切られ、南東側の一部とHP-2の周辺は木根によって壊されて

いる。床面はほぼ平坦で、南東部は硬くしまっている。炉跡はなく、柱穴は床面に4個(HP

-1 ･ 2、 SP-13 ･ 14)、壁に沿って12個検出された。 HP-1 ･ 2は短軸線上に位置し、

主柱穴と考えられるが、 これらに関連する炭化材は確認されなかった。壁沿いにめぐる小柱穴

やSP-13･14は材を刺し込んだような断面形を呈し、 SP-2 ･ 8～12は中心部へ向って傾

斜している。このうち、 SP-2～4 ･ 6 ･ 10･ 13の付近には、向きが違うものも若干あるが、

竪穴中心部へ向って求心状に倒れた状態の小径炭化材が検出されており、 これらが屋根材を構
成していたものと考えられる。

炭化材は覆土6～9層中から検出され、主に9層中に含まれている。材の遺存状態は悪く、

約半分ほどしか材の種類を判別できなかった。特に床面直上から検出されたものは、ほとんど

が薄片、小片である。 これらの分布は南東部を除き、 ほぼ全面に広がっており、特に北東部と

南西部に多い。材には割材、丸太、草本類、樹皮と思われるものがあり、種類が判別できたも

のの中では割材が73％、丸太が27％を占め、草本類、樹皮は極めて少ない。割材は断面三角形

で径6cmほどのものが多い。丸太は径5cm以下に限られ、径2cmほどのものも含まれる。草本

類、樹皮はそれぞれ1か所ずつでしか確認されていない。割材、丸太は壁と平行に倒れた状態

のものと竪穴中心部へ向って求心状に倒れたものがあり、大半が屋根材と考えられる。

炭化材以外の遺物では、床面からⅢ群b－2類土器14点とE類1点、 F類2点、剥片1点、

礫片1点の石器が、覆土からⅡ群b類1点、 Ⅲ群b－2類3点の土器片とA3類1点、 B類1

点、 D類2点、 F類2点、 N類1点、剥片30点、礫片1点の石器が検出された。また、床面

直上の士を採取し、水洗選別を行ったところ、多量のフレイク・チップ．を採取した。 しかし、

選別が全て終わっていないため、 これについては改めて報告したい。

位置C7-36･37･46 ｡47 平面形楕円形

規模4．43×3.48／3.93×3. 13/0．63 長軸方向N-42.5°－W

覆土 l 黒褐色（Ⅱ黒>d,、掘り上げ士) 2 黒色（Ⅱ黒）

3 黒褐色（Ⅱ黒>d,>d2パミス) 4 暗黄褐色(d,+d2>Ⅱ黒）

5 暗褐色（Ⅱ黒十d2) 6 暗黒褐色（Ⅱ黒+d2パミス）

7 暗榿色(d2>Ⅱ黒) 8 黒褐色（Ⅱ黒>d2)

9 暗褐色（Ⅱ黒十d2)

遺物（図8） 1～7はⅢ群b－2類土器片。縄線文が施されたもの（ 1 ）、ボタン状突起

や幅広の貼付帯をもつもの（2 ． 3）、平行沈線や刺突文をもつもの（4～7）がある。 5 ・

6は同一個体の破片で、 Ⅲ群b－1類に分類されるものかもしれない。 8は床面出土の黒曜

石製スクレイパー。側縁から下端にかけて二次加工が施されている。 9はA3類の黒曜石製石

鍍。 10は黒曜石製のB1類。 11 ･ 12は頁岩製のD類。片面の周縁にのみ二次加工が施されてい

る。 13は片麻岩製の+(プラス）型石錘片。 （野中一宏、大野亨）
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~

H-3 (図9)

西側の一部は調査区外に及んでいる。炉跡や柱穴はなく、遺物も全く出土しなかった。

位置B7-86 平面形円形

規模2．89×－／2.03×－/0．43

覆土 l 黒色（Ⅱ黒>d,) 2 黒色（Ⅱ黒>d,)

3 黒褐色（Ⅱ黒+d2>dl) 4 暗榿色(d2+d,>Ⅱ黒）

5 黒色（Ⅱ黒+dl>d2) 6 黒褐色(d,>Ⅱ黒）

7 黒褐色（Ⅱ黒十d2>dl) (野中一宏）

H-4 (図9)

大半が調査区外に及んでおり、全容は不明である。床面から出土した遺物はなく、覆土中か

らⅢ群b－2類土器片10点と礫片1点が検出された。

位置C8-05 平面形不明（円形？）

規模一／~／0．28 長軸方向不明

覆土 l 黒褐色（Ⅱ黒） 2 黒褐色（Ⅱ黒>d2)

遺物（図9－1～5） 1～4はⅢ群b－2類土器。 lは口唇断面が角型で、口縁下から

LRの斜行線文が施されている。 2 ･ 3は縦位または横位に幅広の貼付帯が付され、 その上に

棒状工具による刻みまたは刺突文が施されている。 5は片麻岩の礫片。 （野中一宏）

H-5 (図10． 11)

北東壁付近の一部は木根によって壊されている。床面は若干凹凸があり、 HP-2東側は

硬くしまり、他よりも高い。炉跡はなく、柱穴は、南西壁付近に2個(HP-1 ･ 2)、北東

壁付近に2個(HP-3 ． 4)検出された。長軸線上に1列に並んでおり、主柱穴と考えら

れるが、 これらに関連する炭化材は確認されなかった。

炭化材は覆土2 ． 7 ． 8層中から検出され、主に7層に含まれている。材の遣存状態は比較

的良好で、竪穴中央部に集中する傾向がみられ、 しかも重なり合った状態で検出されている。

しかし、竪穴南西部にはほとんどなく、 この付近が火元であった可能性がある。材には割材、

丸太、草本類、樹皮と思われるものがある。 このうち丸太が95％を占め、割材、草本類は非常

に少ない。丸太はいずれも径4cm以下で、特に1.5～2cmの枝状のものが7割を占めている。こ

れらは、壁と平行に倒れたものと竪穴中心部に向って求心状に倒れたものがあり、後者は屋根

材として使われたものと考えられる。草本類は竪穴中心部と北西壁付近に若干みられ、幅lcm

ほどの束になっているものもある。

炭化材以外の遺物では、床面からⅢ群b－2類2点、 Ⅲ群b類2点の土器片とUフレイク

71点、 フレイク5点の石器等が、覆土からⅢ群b類4点の土器片とフレイク4点、礫片2点

の石器等が検出された。

位置C7-87･97 平面形楕円形

規模3.37×2.72/(3.08) ×2.39/0.44 長軸方向N-64°－E
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｝

~
覆土 l 黒色（Ⅱ黒） 2 暗茶褐色（Ⅱ黒+d,+d2)

3 榿色(d2>Ⅱ黒) 4 暗茶褐色

5 暗榿色（Ⅱ黒>d2) 6 暗黄榿色(d,+d2>Ⅱ黒）
7 黒褐色（Ⅱ黒＞） 8 榿色(d2>Ⅱ黒）

遺物（図10-1 ． 2) 1はⅢ群b類胴部破片。 2は黒曜石の横長剥片を用いた01a。
（野中－宏、大野亨）
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図11 H-5炭化材出土状態
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~
表5住居跡一覧

備 考
模 (m)規

’ ’
長軸方向平面形

的①９

７

８

４

置

３

。

８

０

６

・

８

４

門

・

・

・

０

７

８

７

３

７

．

．

や

位

的

帥

調

妬

鮨

~~

~
~
~

７

７

７

７

８

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

名 称 ｢躍一烹面 ｜ 底 面 ｜最大深
周囲に排土
を盛る

N－0。一W10．06×7．72 0．4611．06×9．56

~4．43×3．48
卵形H－1

火災住居N－42．5．－W。

』2 3．93×3．13 0－63楕円形

2．11×－ 0．43円形 2．89×－
~ ~

3 ~
~

0．28
~

4
~~~

火災住居3.37×2.72 N－64o－E0．44(3.08)×2．39楕円形5

表6 住居跡出土遺物一覧

等寺器話石
~7~

乍．

Ⅲ

ｂ

’

３

、
８

器

２

茄

剛
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皿
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９
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ｂ
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２
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恥
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郡

床
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TJ¥N O I品品
G
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1 4
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1 1 2 1
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~γ一
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製

ロ

ロロ

X
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）G
'3B

F1.2 2 4

遺構

番号

自然遺物
三」

同’

~

炭化物 11

714H－1

班
一
四
一
万

炭化材
H－2

〃

０
’

H－4

． 11覆土 10 1

床 2 2 1 5

_5覆土 4 4 2
計 5231 411140310816 1 383 1 3 1 2 7 10 ] 4 6 1 314 4249 1 1

覆土

炭化材 ０

０

鋤

１

１

１
１

H－5
〃

表7 住居跡の掲載拓影土器一覧

部位
写 真
図版番号

写 真
図版番号

備考層位図番号 遺構番号 分類備考層位部位分類遺構番号図番号

5－②H b l 胴 排土中
〃 ｜ 口 ｜ 〃

胴

口 〃
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Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ
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９
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〃
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表8 住居跡の掲載石器等一覧

犀
百
方 分類 吋

些
皿
叱

さ

２

２

２

×

×

×

３

３

２

き

×

×

×

ｊ

１

ｊ

２

．

９

大

伯

５

似

’
遺構番号 名 称

層位|冒版番号’
写 真
図版番号層 位重さ(9 ） 材質 備 考Ｑ

且
０

』

毛
－20

H－l 石棺またはナイフ ｎ
口
｜
″

(23.8） 4－②Obs 覆土
H－1 〃 1ウワ

.Lイーイ Obs 〃 〃

の1

－凸」 H－1 石 核 C イトの、

い、ムノ Obs 〃 〃

趣
~

H－］ スクレイパー |ﾛ (2.3)×(2.8)×().6

(1.8)×1 .5×0.5

(4.0） Obs 〃

H－1－23 〃 ″

｜

〃

【1－8） Sh 〃 〃
~

24 H－1 〃

(1．0） Sh 〃 〃

茜 H－1 〃

(3．7） Obs 〃 〃

nハ

ー乙0 H－1 石 核 00 7Q
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一
〃
｜
Ｆ
ｌ
Ｆ

幽
一
梱
一
粋
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〃
Che 〃 〃

5－1 H－1 石 斧 Sch 〃 〃

、

－乙 H一］ 石斧未製品 (38.1） Mud 〃 〃

H－1－3 〃 〃

114．0 Mud 〃 〃

H－1 砥 石－4 K1 139.9 Sa 〃

H－l 〃･ 38．0 Sa 〃

H－1－6 石 錘 N (104.6） Gni 〃 〃

可 H－l 円盤状土製品 6－9 〃 〃

８

８
~~６
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２
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~
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〃
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B壬弱 了霧苔
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ｎ
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Ｈ

Ｈ
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－1／ (110.0）
ハ ●

Lrnl 〃

8－8

~－q
H－2 スクレイパー E 5．2×3．2×1．0
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2）土塘

42個の土壌はすべて台地上にあり、台地縁とH－l北側に集中している。 これらは、石器

製作に関わると考えられる1個(P-28)を除き、 どのような機能をもつものかは不明である。

また､墓と判断できたものもない｡時期を特定できたものは10個あり、 4個(P-4 ･ 11 ･ 18･

28）が早期に、 5個(P-14･20･22･29 ． 36)が前期に、 1個(P-3)が中期に位置付
けられる。また、 これら以外でも構造や切り合い関係、覆土の堆積状態、出土遺物から時期を

推定できるものがあり、 P－1 ． 2 ． 7 ． 8 ． 15･27．32･40は前期に、 P-10･ 17 ･ 19･

25．30． 35 ． 38． 39は中期に属する可能性が高い。

平面形は、円形、楕円形、隅丸方形、隅丸三角形を呈するものがあり、その内訳は10個、 30

個、 1個、 1個である。

早期に属するものは、台地縁に分布しており、覆土がTa－dl ・ d2を主体としたものであ

る。形状はまちまちで、比較的浅い円形で竪穴様の大型のもの(P-4)、隅丸方形で深いも

の(P-11)、円形で底面が傾斜し、壁の立ち上がりもゆるやかなもの(P-18)、円形で小

型の浅いもの(P-28)である。 P-28は覆土中に多量のフレイク、チップ°が混入しており、

石器製作に関連するものと考えられる。

前期に属すると考えられる土擴は、 lか所にまとまる傾向はなく、台地上に点在している。

覆土は黒色土を主体としており、中期のものと大差ない。 しかし、両者では平面形に違いが認

められ、中期のもののほとんどが円形であるのに対し、前期のものは、すべて楕円形で、中型

～小型のものに限られている。構造は大きく4つに分けられ、覆土の堆積状態や出土遺物など

が若干異っている。 1つは深さが30～40cm前後の中型のグループ。である (P-1 ･ 2･ 8 ･

15･ 32 ･ 36 ･ 37･40)｡ 2つめは、比較的大型で深さ40cmほどのものである (P-20･27)。

これらは前者の覆土が黒色土を主体として単純に1～2層に分化されるのに対し、黒色土に

Ta-d, ・ d2が混じる土居が堆積している。また、 P-20の擴口付近からは北海道式石冠や

石錘などがまとまって検出されている。 3つめは小型で浅いもので(P-22． 29)、 P-20

と同様の遺物がまとまって出土したものである。最後は中型で浅いものである(P-7 ． 14)。

中期に属するものには、円形を呈するもの(P-3 "10． 17 ． 19 ． 30･35･ 39) と楕円形

のもの(P-25 ．38)があり、点在している。

これらのほかは、いずれも中型～小型の楕円形を呈しており、覆土の堆積物からみて、前期

または中期に位置付けられると考えられる。 （野中一宏）

P-1 (図12)

位置C7-73･74．83．84 平面形楕円形

規模0.73×（0.46）／0.28×0.23／0.29 長軸方向N－77o－W

覆土 1 黒色（Ⅱ黒、柔かい） 2 黒色（Ⅱ黒、硬い）

P-2 (図12)

位置C7-74･84 平面形楕円形
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規模0.85×0.58/0.43×0.27/0.34 長軸方向N-86｡－W
覆土 1 黒色（Ⅱ黒）

遺物図(12-1 ) I群b－4類胴部破片。

P-3 (図12)

覆土上部からⅢ群b－2類の3個体分の破片とたたき石がまとまった状態で検出された。

位置C7-84 平面形円形

規模0.90×0.88／0.58／0.25

覆土 l 黒色（Ⅱ黒）

遺物（図12－2～7） 2はI群b－4類胴部破片。 3～5はⅢ群b－2類口縁部破片で、

いずれも半裁竹管状工具を用いた押引き文、刺突文が口唇または口縁に施されている。地文は

3が結束第2種のLR斜行縄文、 4 ･ 5はLRの斜位または縦位の縄文である。 6は3～5

と同類の胴部破片で、地文は結束第2種のLRの斜行縄文で、幅広の貼付帯上にには竹管状

工具による円形刺突文が施されている。 7は珪岩の楕円礫を用いており、端部に敲打痕が認め

られることからG類と分類したが､敲打ののちに背面の両端が打ち欠かれていることからみて、

石錘の可能性もある。

P-4 (図13)

調査区東側の台地縁にあり、竪穴様の形状を呈している。南側壁の一部はP－5に切られ

ている。覆土l層中からI群b－3類の同一個体の破片（図13-1)がまとまって出土した。

位置C7-86 平面形円形

規模1．83×1.76/1.39×1.38/0.40

覆土 1 黒色（Ⅱ黒十d,>d2) 2 黄褐色(d,+d2>Ⅱ黒）

3 榿褐色(d2>d]) 4 黄褐色(d,)

5 黒色（Ⅱ黒+dl>d2) 6 暗黄褐色(d,+d21Ⅱ黒）

7 榿褐色(d2)

遺物（図13－1 ． 2) 1は最大径が胴下半部にあるコップ形のI群b－3類土器で、全

体の％ほどを復元した。口縁は波頂部を2か所もつ大きくゆるやかな波状口縁で、口縁に沿っ

て1条の微隆起線文がめぐっている。その微隆起線下から胴下半の最大径部分までには、巻紐

を柳葉形またはひょうたん形に押圧した文様が等間隔に施文され、その間を同じ原体を用いて

横位または斜位に押圧して全体の文様を構成している。また、底部には、同じ原体を横位に9

~10条押圧している。 2は、つまみ付ナイフの刃部先端部と思われ、黒曜石製である。

P-5 (図12)

位置C7-86 ~ 平面形楕円形

規模一×0.70／0.69×0.44／0．27 ~ 長軸方向N-47.5．－E

覆土 1 黒色（Ⅱ黒>d2) 2 暗褐色(d,>Ⅱ黒）

3 榿褐色(d2>d,)

~
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P-7 (図13)

位置C7-75 ．85 平面形楕円形

規模0.70×0.61/0.37×0.29/0.25 長軸方向N-52o－W

覆土黒色（Ⅱ黒）のみが堆積

P－8 （図13）

位置C7-78 平面形楕円形

規模0.78×0.46／0.46×0.28/0.39 長軸方向N-31.5．－E

覆土 l 黒色（Ⅱ黒>d,+d2粒) 2 暗褐色（Ⅱ黒十d,)

遺物（図13－3） Ⅱ群b類土器破片。地文はLRの斜縄文で、内面にも施されている。

P-9 (図13)

位置C7-56 平面形楕円形

規模0.80×0.63/0.50×0.37/0.20 長軸方向N-12.5。－E

覆土 1 黒色（Ⅱ黒） 2 暗褐色（Ⅱ黒+d,)

P－10 (図13)

位置C7-57･67 平面形円形

規模1.21/1.00×0.96/0.21

覆土 l 黒色（Ⅱ黒>d2) 2 茶褐色(d,)

3 榿褐色(d2パミス) 4 黒褐色(d,)

遺物（図13－4） Ⅲ群b－2類胴部破片。 2条の平行沈線と幅広の貼付帯がみられ、貼

付帯上には棒状工具による刺突文が施されている。地文はLRの斜縄文。

P-11 (図14)

曠底面は隅丸方形で、壁上部が大きく外へ開いている。覆土がTa-d,･ d2を主としてい

ることから早期に属すると判断した。遺物はない。

位置C7-76･86 平面形隅丸方形

規模1.76×1.74/0.81×0.79/0．81

覆土 1 褐色(d,) 2 黒褐色（Ⅱ黒>d,)

3 暗褐色（Ⅱ黒+d,) 4 榿褐色(d2>d,)

5 褐色(d,) 6 暗灰褐色(d,)

7 褐色(d,) 8 暗灰褐色(d,)

9 暗榿褐色(d2パミス>d,)

P-12 (図14)

■
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Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

P-13に切られている。北～西側にかけて一段高いテラスをもつ二段構造で、底面の東側

壁付近に径10cm、深さ40cmの小ピットがある。

位置C7-57 平面形楕円形

規模1.21×一/0.57×0.47/0.47 長軸方向N-74o－E
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覆土 1 燈褐色(d2) 2 暗黄褐色(d,>d2)
P－13 （図14）

P-12を切っており、南側壁の一部は木根によって壊されている。

位置C7-57 平面形楕円形

規模1.05/0.67×0.59/0. 18 長軸方向N-29o－E

覆土 1 黒色（Ⅱ黒>d,) 2 黒色（Ⅱ黒）

遺物（図14－1 ） Ⅱ群b類胴部破片。地文はRLの斜行縄文で、内面にも施されている。
P-14 (図15)

北側壁の一部がP-15と接しているが、新|日関係は不明である。覆土中からⅡ群b類の同
一個体の土器が粉々になった状態で検出された。

位置C7-56 平面形楕円形

規模0.80×0.59/0.46×0.34/0.21 長軸方向N-77o－W

覆土 l 黒色（Ⅱ黒>d,>d2パミス）

遺物（図15－1 ） Ⅱ群b類土器胴部破片で、 RLの斜縄文がしっかりと施文されている。
P-15 (図15)

南側壁の一部がP-14と接する。西側壁が二段構造となっており、底面も北西から南東へ

若干傾斜している。覆土中から北海道式石冠が1点出土した。

位置C7-56 平面形楕円形

規模0．93×0.58／0~43×0.36/0.39 長軸方向N-56.5｡－W

覆土 l 黒色（Ⅱ黒>d,>d2パミス）

遺物（図15－2） 安山岩製のJ4類で、背面及び側縁の一部が破損している。

P-16 (図15)

H－1と切り合っているが、新|日関係は不明である。底面の平面形は三角形を呈し、壁は

ゆるやかに立ち上る。

位置B7-78 平面形隅丸三角形

規模 （1.63×1.32)/1.05×0.77/0.45 長軸方向N-13o－W

覆土 1 黒色（Ⅱ黒） 2 黒色（Ⅱ黒+d])

P-17 (図15)

H－1東側の内壁コーナー付近を切って作られており、東側壁の一部は範囲確認調査時の
トレンチにかかっている。

位置B7-89･ 99 平面形円形

規模0.82× (0.79)/0.53×0.52/0.52

覆土 1 黒色（Ⅱ黒） 2 黒色（Ⅱ黒+d!)

P-18 (図16)

東側壁の立ち上がり力§非常にゆるやかで、確認面では楕円形を呈する。底面は西から東へわ
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ずかに傾斜しており、北西壁際が若干ゆがんだ円形である。覆土は主にTa-dl･ d2である。

位置C7-65 ･75 平面形円形

規模1.61×1.22/1.05×0.98/0.32

覆土 1 黒色（Ⅱ黒>d,) 2 暗褐色(d,)

3 榿褐色(d2>d,)

P-19 (図16)

底面上から厚さ2cmほどの有機質を含む黒色土が部分的に検出された。遺物は全くない。

位置C7-62 平面形円形

規模0．96×0.93/0.75×0.71/0.32

覆土 l 黒色（Ⅱ黒>dl+d2) 2 黒褐色（Ⅱ黒十d,+d2)
3 黒色（Ⅱ黒>d!+d2) 4 黄褐色(d,)

5 黒色（有機質を含む）

P-20 (図17)

南東部はP-27を切っている。曠口部北側からまとまった状態で、 スクレイパー、北海道
式石冠、石錘等が検出された。これらは擴外から出土しているが、本土擴に関わりをもつもの

と考えられる。また、覆土中からI群b－4類土器片が検出された。

位置C7-62 ．63 平面形楕円形

規模一×0.93/0.92×0.73/0.36 長軸方向N-57.5．－W

覆土 1 黒色（Ⅱ黒>d2) 2 褐色（Ⅱ黒+d,>d2)
3 褐色（Ⅱ黒+dl>d2、硬くしまっている）

4 黒褐色（Ⅱ黒+d!+d2)

遺物（図17－1～8） 1はI群b－4類胴部破片。 2は珪岩の薄手の素材を用いたスク

レイパーで、左側縁には細かい二次調整が認められる。 3は頁岩の厚手の素材を用いた片面加
工のスクレイパーで、入念な二次加工が施されており、両側縁はかなり磨耗している。さらに、

この部分には油脂と思われる黒褐色の付着物質が認められた。 4は安山岩製の所謂「北海道石

冠」で、側縁の一端は欠損している。 5～7は－（マイナス）型の石錘で石材には安山岩（5 ） 、
片麻岩（6 ． 7）が用いられている。 これらはいずれも火熱を受けており、 このために破砕し
たものと思われる。 8は片麻岩の円礫で、 これも火熱を受けており、粉々に破砕している。

P-21 (図16)

H－1西側のテラスおよび壁の一部と重複しているが、新旧関係は不明である。

位置B7-78･79 平面形楕円形

規模 （0.83×0.73)／0.50×0.44/0.41 長軸方向N-70.5｡一E

覆土 l 黒色（Ⅱ黒>d,) 2 黒色（Ⅱ黒>d,>d2)

P-22 (図18)

南側壁は木根によって壊されている。覆土上部からまとまった状態で、つまみ付ナイフ、 ス
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クレイパー、石錘、礫片が検出された。

位置C7-62 平面形楕円形

規模 （0.49)×0.36／(0.39)×0.26/0.25 長軸方向N－7 o－E

覆土 l 黒色（Ⅱ黒） 2 黒色（Ⅱ黒>d,)

3 褐色(d,>Ⅱ黒) 4 褐色(d,>Ⅱ黒）

遺物（図18－1～5) 1はⅡ群b類底部破片。胎土には砂礫が多く混入し、繊維の量は
非常に少ない。体部の色調は灰褐色を呈し、 RLの斜縄文を地文としている。 2はつまみ部
を欠くD類。頁岩製で周縁にのみ二次加工力§施されたものである。 3は頁岩製のエンドスク

レイパー。 4は片麻岩製の石錘片、 5は安山岩製の－（マイナス）型石錘で、 4 ． 5はいずれ
も火熱を受けている。

P-23 (図16)

位置C7-56 平面形楕円形

規模0．83×0．62／0.67×0.53／0． 16 長軸方向N-87.5．－E
覆土 1 黒色（Ⅱ黒>d,>d2パミス）

遺物（図16－1 ） 片麻岩製の－（マイナス）型石錘で、わずかに火熱を受けており、 ひび
割れがみられる。

P-24 (図18)

位置C7-57 平面形楕円形

規模0．78×0.60／0.54×0.42/0.23 長軸方向N-55。－W
覆土 1 黒色（Ⅱ黒>d,>d2)

P－25 （図18）

位置C7-47 ．56･57 平面形楕円形

規模1．99×1.08/1.68×0.75/0．25 長軸方向N-28o－W

覆土 l 黒褐色（Ⅱ黒十d,>d2パミス) 2 榿褐色(d,)
3 黒色（Ⅱ黒）

P-26 (図19)

石斧1点、焼成粘土塊2点が覆土中から検出されている。石斧は東側壁付近の上部に堆積し
ている1居中につきささったような状態で、焼成粘土塊は土擴中央付近の覆土2層中からまと
まって出土している。

位置C7-76 平面形楕円形

規模0．85×0.76／0.67×0.59／0．22 長軸方向N-15o－E

覆土 l 黒色（Ⅱ黒>d,) 2 暗榿褐色（Ⅱ黒+d]+d2)
遺物（図19－1～3） 1は泥岩製の両頭石斧。側縁の一部に剥離による調整痕がみられ、
左側面下端には素材面を残している。また、両方の刃部には、使用痕と思われる縦方向の細か
い傷跡が認められる。大きさからみて、石のみとしての機能をもつものかもしれない。 2 ． 3
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は焼成粘土塊とした土製品。胎土に砂礫をほとんど含まず、色調は明黄褐色～灰黄褐色を呈し

ているが、焼成温度が低いためか、非常にもろい。整形の際の指跡が認められる。

P-27 (図18)

P-20に切られている。P-19と同様に有機質を含む黒色土が曠底面に部分的に認められた。

位置C7-62 平面形 （楕円形）

規模一×0．83／~×0.50／0．37 長軸方向 (N－22.5．－W)

覆土 l 黒色（Ⅱ黒>d2) 2 燈褐色(d2)

3 榿褐色(dl+d2) 4 黒色（Ⅱ黒十d2)

P-28 (図19)

覆土はTa-d1 ． d2を主体としており、その中からI群b－3類土器とともに剥片石器片

や4000点に及ぶフレイク、 フレイクチップ（図版10-④）が検出されたことからみて、縄文早

期の石器製作に関する土擴と考えられる。

位置C7-56 平面形円形

規模0．43×0.40/0.30×0.28/0. 10

覆土 l 暗褐色(dl+d2) 2 燈褐色(d2)

遺物（図19－4～9） 4は石槍片、 5～7はスクレイパー片、 8 ． 9はU. フレイクで、

石材はいずれも黒曜石である。

P-29 (図20)

南西側は風倒木痕によって壊されている。覆土上部からたたき石、礫器、石錘が検出された。

位置C7 61 平面形 （楕円形）

規模一×0.38／－×0.23／0． 13 長軸方向N 45o－E

覆土 l 黒色（Ⅱ黒+d,>d2)

遺物（図20－1～3) 1は片麻岩の楕円礫を用いたたたき石。周縁および背面中央部に敲

打痕が認められる。火熱を受けており、表面は非常にもろい。 2は泥岩の偏平楕円礫を用い、

側縁を両側から打ち欠いている。刃部が作出されていないため礫器としたが、素材からみても

石斧未成品の可能性がある。 3は片麻岩製の－（マイナス）型石錘で、火熱を受けたために割

れたものと思われる。

P-30 (図19)

南半部は掘り過ぎのため不明である。

位置C7-80･81 平面形不明

規模0．99×－／0.73×－／0．26 長軸方向不明

覆土 1 黒色（Ⅱ黒+d｣>d2) 2 赤褐色(d])

P-31 (図19)

位置C7-66 平面形楕円形

規模0．80×0.50／0.66×0.39/0.13 長軸方向N-17.5．－E

~
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｜

’
覆土 l 黒色（Ⅱ黒>d,+d2)

P-32 (図20)

東側に一段高いテラス部をもつ2段構造である。

位置C7-60･70 平面形楕円形

規模0.72×0.54/0.26×0.21/0.28 長軸方向N-24o－E

覆土 l 黒色（Ⅱ黒>dl+d2) 2 黒褐色（Ⅱ黒>d1+d2)
P-33 (図20)

位置C7-71 平面形楕円形

規模0.67×0.58/0.40×0.35/0． 16 長軸方向N-18。ーW

覆土 l 黒色（Ⅲ黒>d] ) 2 黒色（Ⅱ黒>d)
P-35 (図21)

位置C7-61 平面形円形

規模1.00×0.91/0.62/0. 17

覆土 l 黒色（Ⅱ黒+d]>d2)

遺物（図21－1 ） 背面に原石面を残した黒曜石のフレイクである。

P-36 (図21)

覆土中からⅡ群b類の同一個体の破片が検出され、 P-39出土のものと接合した。

位置C7-52 平面形楕円形

規模0.84×0.72/0.37×0. 13/0.37 長軸方向N-72o－W

覆土 l 黒曜色（Ⅱ黒+d｣>d2) 2 黒色（Ⅱ黒>d2)

遺物（図21－2～4） 2～4はⅡ群b類の同一個体の土器。胎士にはわずかに砂礫と繊

維を含み、口縁部と内面には炭化物が付着している。口唇の断面は角形で、口縁下に2条の縄

線文が施されている。地文はLRの斜行縄文で、内面にも底部付近まで施文されている。
P-37 (図22)

位置C8-04 平面形楕円形

規模0．83×0.56/0.61×0.33/0．25 長軸方向N-68.5．－W

覆土 1 黒褐色（Ⅱ黒>d, ) 2 黒褐色（Ⅱ黒>d2、炭化物を含む）

遺物（図22-1） 泥岩製の石斧。左側縁下端から刃部にかけては使用によって破損したも

のと考えられ、 この部分には敲打による再調整が認められる。また、頭部から側縁にかけても

敲打による調整が残されている。

P-38 (図22)

H－2の南西壁の一部を切っている。

位置C7-36･46 平面形 （楕円形）

規模一／－×0.23/0.32 長軸方向(N 27.5．－E)

覆土 l 黒褐色（Ⅱ黒>d2)

’
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遺物（図22－2） 安山岩の礫片でわずかに火熱を受けている。

P－39 （図22）

北側壁際に径16cm、深さ14cmの円形の柱穴様ピットが検出された。

位置C7-43 平面形円形

Ⅱ黒0.66×0.61/0.50×0.49/0. 19

覆土 1 黒色（Ⅱ黒>d｣ )

P-40 (図22)

位置C7-47 平面形楕円形

規模0.81×0.63/0.40×0.25/0．42 長軸方向N-54.5．－W

覆土 l 黒色（Ⅱ黒） 2 黒色（Ⅱ黒>d2)

3 暗褐色(d2>Ⅱ黒）

P－41 （図22）

位置C7-36 平面形楕円形

規模0．96×0.94／0.47×0.38／0.20 長軸方向N-33o－E

覆土 l 黒色（Ⅱ黒） 2 黒色（Ⅱ黒>d2)

3 明複色(d,)

遺物（図22－3） 頁岩製のつまみ付ナイフ。側縁にのみ二次加工が施されたもので、左側

縁の一部には原石面を残している。

P-42 (図23)

覆土中から使用面を上にした状態で石皿が検出された。

位置C7-47 平面形楕円形

規模0．57×0.48/0.40×0.33/0．20 長軸方向N-65o－W

覆土 l 黒色（Ⅱ黒>d2) 2 黒褐色（Ⅱ黒+d)

遺物（図23-1） 安山岩を用いた石皿。使用面は一面だけである。

P－43 （図23）

土曠の中ほどから底面までは、径15cmほどの先端が尖った木柱状のものを打ち込んだような

断面形をしており、上部は内湾しながら外へ開いている。

位置C7-45 ･46 平面形楕円形（確認面）

規模0.48×0.41/-/1.18 長軸方向N-44o－E (確認面）

覆土上部に暗褐色（Ⅱ黒>d,)土が堆積していることは確認できたが、破線以下は不明

である。

P－44 （図23）

位置C7-87 平面形楕円形

規模0．87×0.61／0.66×0.40/0. 17 長軸方向N-45.5．－E

覆土 1 暗褐色（Ⅱ黒>d!+d2) 2 暗榿色(d2>Ⅱ黒）
（野中－宏）
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表9 土塘一覧
~~

’現

~ 、岬摸 | ”
名称 １

Ｊ

位 置

C7－73．74．83．84

平面形

楕円H

〃

E

長軸方向

~N－77o－W
確認面 底

P－I
_LQ0 .73×(0.46）
0．85×0．58

（).90×().88

1．83×1．76

0．28×0．23

0．43×0．27

0．58

岬
一
卿

P－2
N－86．－W

p－q
ふ り ｜

形
形
円

円

楕

0．25
二二二P－4

0．40
ロー巨
人 』 〃

｜
〃

0．27 N-47.5．－E
P－7

0．25 N-52.-W
P－8 〃

’

’
0．39 N－31．5．－E

p－Q
4 ヅ 二二

形~
″
’ 0．50×0．37

1．00×() .96

0．81×0．79

0．20 N－2()｡－E
P－1(〕 円 形 虹

醗

一
鮨

Ｌ

×

×

１

６

１

７

２ ~~
１

１

0．21
P－ll

N-74･－E

隅丸方形 0．81

P－12 楕円形
P－l3に切られる

P-12を切る

0．57×0．47 0．47

P－13~ 0．18 N－29o－E
P－l4

~

〃
咽
一 N－77．－W

p－1兵
舎 ニリ 〃

隅丸三角形

円 形
〃

0．43×() .36

1．05×().77

0．53×().52

0．39 N-56.5.-W

N－13．－W
P－l6~

H-1と重複

H-1を切る

0．45

P－17
0．52 ~

P-181C7-65･75 0．32 ~

P－19 ハヮ ハハ

レ／－0乙

C7－62

B7-78
戸甸 〆、

レイ－0乙

〆､可 Fハ

レノ－00

0．75×0．71

0．92×0．73

0．32 ~

楕円形P－20 侭

門

－×0．93

~(0.83×0.73）
－×0．93

(0.83×0.73）(0.83×0.73）

(0.49)×0．36

－×0．93

(0.83×0.73）

(0.49)×0．36

－×0．93

~(0.83×0.73）
(0.49)×0．36(0.49)×0．36

0．36 N 57.5．－両=
P－21 ~形~円 形~ 0．50×0．44

(() .39)×0.26

0．67×0．53

0．54×0．42

1．68×0．75

0．41 N－7().5．－E
P－22 楕円形 0．25 N－7o－E
p－ワq
ユ と』 〃

0．16 王

Ｗ

Ｗ

弓

一
一

●
○
口

７

５

８

８

５

２

~
~
~

Ｎ

Ｎ

Ｎ

周

0．23
ローワ匡
4 ムリ 〃

〃

（ 〃 ）

0．25
P 26

唖

P－27
0．37 (N 22.5.-W）

P－28
~~

詔

鯛

一

却

却

×

岬

一
噸

0－10

P－29 ~(N-45o－E)0．13
P－30~ 0．26 不明
P－31~ 0．66×0．39

0．26×0．21

0．13 N－17．5．－E
P－32

0．28 N-24。－E

二P－33 ″

~
0．40×0．35

0．62

0．37×0．13

0．61×0．33

0．16 N－l8o－W
p－q貝
4 リリ 円 形 0．17

P－36

Ｗ

Ｗ

ｌ

臼

一
千
一
藷

癖

Ｎ

Ｎ

叶

楕円形
r，7－反ワ
ーイ J白

0．37
p－qワ
ュ J’ 〃

(楕円形）

円 形

６４

４

６

０

３
~~

８

７

Ｃ

Ｃ
0．25

８

９

３

３
丹

Ｐ
0．32

３

７

６

４

４

３

７

７

７

Ｃ

Ｃ

Ｃ

0．19

訓

Ｅ

５

－

一
弘
野

Ｎ

Ｎ

~~

P－40 楕円形~~~ 0．42
P－41

0．200．96×0．94

0．57×().48

().48×() .41

0．87×0．61

0．96×0．94

0．57×().48

0．96×0．94

0．57×().48

0．96×0．94

0．57×().48().57×().48

().48×() .41

0．87×0．61

0．48×0．41

0．87×0．610．87×0．61

0．47×0．38

〔).40×0．33

0．47×0．38

〔).40×0．33

0．47×().380．47×().38

〔).40×0．33

~~
P－42

0．20 N－65．－W
43

1．18 N－44o－E
狸

0~17 10．66×0．40 N－45．5．－E

表10土壌別出土遺物一覧

土
－
１
ｌ
ｂ
雨

器
遺構

番号

石 器
~

土

製

品
~

等
Ⅱ 旧
一
ｂ
’
２

o 群g群 Ⅲ群 X
量 卜
Pl

N
Ｊ
｜
鯏
一

b B ， E F G 0 1 ，lall H M

P－1 「
丁

~

2 ２
２

詞
~~

3 668

ﾄ十搗
3

~

可 50
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群 土
等

“ " 丁十1幕
1

1

6

3 7 54

1 3

1

2

5

4

1 5

1

4

1

1

1

JL10 1 7 92 L 2

垂

土製品

1

1
~

1

７

３

1

1

5

４

1

51

1

’

~

２

器

群
L_

プー

イゴ

丁靜｢､－森卜手司了
｢系]丁

土

b

ゴ
~
黒
４

肛
妾
、

構 V群､ 三」

同’0 群
J
M

~可
Ｇ HFB番 号 ２

１

P－5
２
’18

ｒ
“
Ｌ
〃
ｒ
Ｌ
ｌ
~
~
~
~
】

Ⅲ

一

」

1句

6

1

’
1l(）

３
’２

｜
職

13
~

句

10ム~14
１
’１1Jー

13

91フ
20

８
’1 12 ’22
１
’、旬

4．

３
In公

乙、

§
’

｜ ’1 ｜
’

27

3，979~

「
1 32 1319472128

四
一
釦

~~

~

８
一2
３
一3］

耳
１
’’

、n

o‘

’ １
’135
９

７

１

｜
~
二
二
上
包

3

勾

3

雪､L
同I

'5｜

’ 土
6

世
1弓

･／

1

甘
円

8
~

言
２

1
2qQ

uJ

1
140

２

＋
１

11

ヨ’４’４’4，

丑乙
~

' | 2 1 269 ３
3 3 95971 8 1 15q

~

土塘の掲載実測土器一覧表1 1~
’

~~

~H" '1通睡曼
矼覆 士 ｜瞳三豊圭璽

層 ｛

睦豊圭竺」上

名 称’
大 き さ (cm)

遺構番号’|図番皆’図番号
庭．

万備

径｜底器

’ ］
I 一

L型｣－8
皿

/か、,

(0．．ノ’ 13－1 鉢P－4

表12土壌の掲載拓影土器一覧

Z憲胃「
~~

’分顛|部位｜
Ub lltil

〃 〃

Ib-4 口

Ⅱb 底

Ⅱb 口

Ⅱb 胴

Ib 底

’

分類

〃

Ⅱb

口

遺構
番号

備層位図番号

雲E
－②’

14-11P 131

１

４

覆土 14

１

１

１

２

３

４

~~

~~

５

７

８

１

１

１

１

１

２

三
江
叩

、－1ハ
人 工宝

P－20

P 221

1~
壷
調

Ｑ
Ｊ
ｑ
〕Ｐ

Ｐ
Ｐ

〃

P-361

ﾆﾋﾆﾋﾆ－41P－101mb－21 〃 ｜ 〃 ｜ ‘

表13土塘の掲載石器等一覧

ヨ｢厨~雷|珂二願
| Che

恵
一1

Obs・

And

Gni．

| Cha

真号

番

誤器 鳥

斤乳
斤厚

十４
十

矧需
②

寸斗４

一(3）

’″

〃

|重さ(9) 備

~

－－」

~計
哩ゴ

~~’ (79］
165．8

壌口部外H(15．4）
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壁
孵
ざ
毛
毛
《
「
毛
曉
司
刮
謁
唄
↓
考
訓
毛
毛
与
‐
毛
争
狛
毛
コ
〕
調
宮
宅
君
一
詞

称

一

砲

錘

錘

錘

わ

」

錘

錘

斧

品

品

恂

。

』

』

』

ク

ク

石

器

錘

ク

斧

片

７

皿

ナ

ノ

イ

ィ

式

イ

ナ

ノ

ノ

ノ

ィ

ィ

き

イ

十

礫

峠

レ

き

し

道

製

製

桝

叫

叫

吋

レ

し

ま

ク

ク

ク

フ

フ

た

レ

付

名
和
椛
石
石
石
辞
諏
石
石
石
土
土
礁
ス
ス
ス
Ｕ
Ｕ
た
礫
石
フ
石
礫
珪
石

み

》

号

０

０

０

０

０

０

２

２

２

２

６

６

６

８

８

８

８

８

８

９

９

９

５

７

８

１

２

番

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

３

３

４

４

鱗

降

一

降

吟

Ｐ

Ｐ

Ｐ

淫

澤

犀

一

怪

保

澤

吟

淫

淫

怪

吟

丹

丹

居

淫

丹

丹

怪

降

居

径

癖
一
Ｅ
｜
叫
一
Ｎ
ｌ
Ｎ
ｌ
Ｎ
ｌ
~
刈
一
Ｄ
ｌ
Ｅ
ｌ
Ｎ
ｌ
Ｎ
ｌ
Ｆ

大 き さ (cm)
7．6×4．0×1．2

9．4×(9.5)×5．8

9．6×12．2×3． 1

8.2×(10.4)×2.6

8．5×9．6×3．0

10.2×10.9×(4.1)

（3.1)×1.4×0.5

3．9×4．0×1．4

(4~6)×(6.5)×2房2
8．3×10．8×2．6

10．0×3．3×1．3

(5.4)×(7.3)×2.4

7，9×8．7×3．0

(1.6)×(2.2)×0.4

(1.5)×(2.6)×0.6

3．8×3．4×0．9

2．0×(0.8)×0．4

3．4×4．1×0．7

2．9×3．3×0.7

1.4×(11.3)×3.4

10．3×5．5×1．6

8．3×14．6×3．2

3．2×3．2×1．5

12.7×4．7×2．5

6．1×2．7×2．9

5．2×1．9×0.6

29.9×(18_8)×15.3

層位|高版番冒| 備 考
一 9－④|擴口部外出土
_ニー」9玉｢－ﾌｰｰｰ
ｰ｜ 〃 ｜ 〃
_ニー｣房｜ ，‐
一 ｜ 〃 ’ 〃

志+蒄言F二“

帥

８

０

０

帥

帥

〃

副

５

副

８

３

帥

１

１

１

１

１

６

０

５

６

４

Ｊ

似

Ｊ

伽

８

６

’

６

２

河

ノ
ー
ｌ
、
●
。
●
●
●
・
・

さ

妬

略

的

兜

妬

妬

２

７

５

２

４

８

０

１

２

６

０

０

４

０

２

１

２

２

１

８

１

９

０

７

５

１

１

３

４

８

１

７

７

１

重

侶

５

⑫

侶

似

／

Ｉ

ｉ

４

~

１

１

~

〃

Ｉ

く

６

１

４

２

１

１

く

く

ｉ

く

帳
一
弘
一
岨
一
姉
一
恥
一
恥
一
吋
一
弘
一
恥
一
恥
一
岨
一
皿

8－③｜焼成粘土塊

Ｂ
ｌ
Ｅ
ｌ
Ｅ
ｌ
Ｅ
ｌ
皿
一
叱
一
Ｃ
ｌ
Ｈ
ｌ
Ｎ
ｌ
ｍ
ｌ
Ｆ
ｌ
池
一
Ｄ
ｌ
Ｍ

恥
一
恥
一
唯
一
恥
一
昨
一
恥
吋
一
恥
一
吋
一
恥
岬
蝿
弘
雌

14-(a

11-匹

蝿
一
週
一
つ
一
週
一
岬
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3) Tピット

Tピットは、 5個検出されたうち、 2個(T-1 ･ 2)が斜面下部に、 3個(T-3～5)

が台地縁に列をなして分布している。

構造は、斜面下部にある1個(T-2)が小判型のタイプであるほかは、すべて溝状のタイ

プ°のもので、台地縁に並ぶ3個のうち、 2個(T-4 ･ 5)は杭穴を伴っている。 T－2も、

従来の調査例からみて杭穴をもつ可能性が高いと考えられるが、低地部分にあるため、擴底付

近まで掘り進めた段階で水が湧き出し、確認することができなかった。また、長軸方向に切っ

た土居断面にも杭の痕跡は認められなかった。

長軸の向きは、斜面下部の2個が等高線と平行なのに対し、台地縁のものは直交している。

壁はいずれも大きく崩落しており、横断面は上部が大きく外へ開く、 V字またはY字形を

呈している。底面は、斜面にあるものがほぼ平坦であるのに対し、台地縁のものは南から北へ

傾斜している。

覆土の堆積状態は、 いずれもTa-dl ･ d2を主体とする土居と黒色士（Ⅱ黒・Ta-d,)

が互居をなす部分が認められ、前者が後者よりも厚く堆積している場合が多い。

ちなみに、昭和60年度に調査した美々2遺跡のTピットは翌61年度の調査に着手した5月

に確認したところ、全体の％ほどがすでに埋まっていた。 このことからみると、空港周辺で発

見されているTピットは手入れまたは再構築をしない限り、一冬でその機能を失うほどに埋

まってしまうものと考えられる。 （野中一宏）

T-1 (図24)

分布調査の際に発見されたものである。

位置D7－45･55 平面形長楕円形（溝状のタイプ）

規模3．22×0.90/2.98×0.22/1.48 長軸方向N－57.5．－W

覆土 l 暗褐色(d,、ボール状スコリア) 2 暗茶褐色(d,、 5mm前後の岩片）

3 明褐色(d2) 4 榿色(d2パミス）

5 暗褐色（Ⅱ黒+d2) 6 榿色(d2パミス、 4より粒径大）

遺物（図24－1 ） 黒曜石製の無茎石鍍で、基部は若干内湾する。

T-2 (図24)

位置D7-38･48 平面形楕円形（小判型のタイプ）

規模 （1.66×1.33)/0.98×0.50/1.50 長軸方向N－4 o－E

覆土 1 明黒褐色（Ⅱ黒+dl>d2) 2 黒褐色（Ⅱ黒>d2)

3 明黒褐色（Ⅱ黒+dl>d2) 4 黒褐色（Ⅱ黒>d2)

5 暗黄褐色（Ⅱ黒+d,) 6 暗黄褐色（Ⅱ黒十d,)

7 黄褐色(d,) 8 暗黄褐色(d,+d2)

9 黄褐色(d,>Ⅱ黒) 10暗黄褐色（Ⅱ黒+d])

11黒色（Ⅱ黒) 12暗榿色(d2)

｜
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T-3 (図25)

南半部は風倒木痕を切っている。

位置C7-69･D7-60 平面形長楕円形（溝状のタイプ）

Ⅱ黒2．32×1. 10/2.21×0.25/1.40 長軸方向N-30.5．－E

1 暗茶褐色（Ⅱ黒>d,) 2 榿色(d2)

3 黒褐色（Ⅱ黒>d,) 4 暗褐色（Ⅱ黒+d!)

5 榿色(d2) 6 黒褐色（Ⅱ黒>d2)

7 暗榿色(d2) 8 榿色(d2)

9 黒褐色（Ⅱ黒>d,) 10榿色(d2)

T-4 (図25)

南側壁上部の崩落が非常に大きい。底面は北へ向って若干傾斜しており、中央部から杭穴が
1個検出された。

位置C7-59･D7-50 平面形長楕円形（溝状のタイプ）
長軸方向2．45×0.94/1.34×0. 15/2.02 長軸方向N-10o E

覆土 1 暗黒色（Ⅱ黒>d2) 2 黒褐色（Ⅱ黒>d,)

3 黒褐色(d,>Ⅱ黒) 4 暗褐色(d2)

5 榿色(d2) 6 榿色(d2+EnL)

7 黒褐色（Ⅱ黒+d,) 8 暗褐色（Ⅱ黒+d{)

9 榿色(d2>Ⅱ黒) 10暗黒色（Ⅱ黒+d21)

l1 暗褐色(d,>Ⅱ黒) 12 暗榿色(d2>d,)

13暗黒色（Ⅱ黒+d｣) 14榿褐色(d｣+d2)

15燈褐色(dl+d2) 16榿褐色(dl+d2)

17榿褐色(dl+d2) 18暗黒色（Ⅱ黒>d,)

遺物（図25-1 ) I群b－3類胴部破片。

T-5 (図26)

底面は南から北へ傾斜しており、中央部に杭穴と思われる小ピットが2個検出された。

位置D7-40 平面形長楕円形（溝状のタイプ）

規模2．67×0.80/2.13×0. 19/1.88 長軸方向N 15o－E

覆土 1 黒色（Ⅱ黒>d2) 2 黄白色(d])

3 暗茶褐色(d2>Ⅱ黒) 4 暗榿色(d2>Ⅱ黒「

5 茶褐色(d2>PⅡ黒3に近似) 6 暗黄褐色(d2>EnL)

7 明榿褐色(d2、保水性が高い) 8 暗榿褐色(d2>Ⅱ黒）

9 黒色（Ⅱ黒粘性あり) 10暗黄褐色(EnL+d2)

1l黒色（Ⅱ黒9より黒く、粘性あり）

遺物（図26－1 ･ 2) 1はI群b－2類胴部破片。 2は黒曜石製スクレイパー。

（野中一宏）
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表14 Tピットと出土遺物一覧

-r
名称|位

位
模 ｛蝿）
画 |最火漂’

模 (m)

大深

土器｜石

i bLエニ
ヨ~ハ
I b 淵”

E | "|

蜆

備 考長軸方向平面形置

底 面 ~

Ａ
ｌ
４

確認面 ２ 3

N－57．5．－W長楕円形 2．98×(〕.22 ］ 13．22×0．90 1．48r－l D7－45 ． 55

楕円形 N－4o－E(1．66×1．33） 0．98×0．50 1 50D7－38 ． 48２

2．21×0．25長楕円形

〃

N－30．5．－E2．32×1．1(） 1．40C7-69.,7-6(）３

1．34×0．15 N lOo－E 1 12．02C7-59.,7-5(） 2－45×().944

N－15o－E 62．13×0．19 1．88 12．67×().80 尺D7－405 〃

表15 Tピットの掲載拓影土器一覧

分 類|部 位|層 位層 位部 位分 類
写 真
図版番号’

圭
ワ備遺構番号図番号

’ ’卦 ’
17－⑧覆ゴIb-3 胴r－4ワ員－1

ムリ 上

T－5 クT， 旬

lb－j26－1 〃

表16 Tピットの掲載石器等一覧

~~ I 己
写 真
図版番号

’
圃
函
四

分類

1A4

E

’ 備 考重さ(9) 層位大 き さ (cm) 材質図番号 遺構番号 名 称

~
覆土 17-⑧石 錐 2．2×1．7×0．4 Obs1．1T－124－1

Obs 〃

スクレィパー 3．2×2．1×1． 1 10．0〆r一目
~上 』26－2 〃
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(2) 遺物

Ⅱ黒層からは、縄文時代早期～後期末葉の土器7,377点とこれらに伴うと考えられる石器等

12,152点が検出された。

1 ）土器（図27～32）

7,377点検出されたうち、縄文前期（Ⅱ群）のものが42％を占め、早期(I群)30%、中期（Ⅲ

群） 28％と続き、後期（Ⅳ群）は0.3％と非常に少ない。いずれも台地上に多く分布しているが、

時期ごとに集中する地点が異っている(1-7参照)。以下、時期別に分けて説明する。

I群（1～59） 本群は全体の30％にあたる2,184点が検出された。これらはすべてb類に

属するもので、 2～4類に細分される。このうち、 b－4類が最も多く、全体の63％を占め、

b-2 ･ 3類はそれぞれ15%ほどである。

b－2類（ 1～4 ． 11～16．22．24～28) 1～4は口縁部、 11～16･22は胴部、 24～28は

底部破片。胎土には細かい砂を含み、体部の色調は榿褐色～褐色を呈している。口縁部および

胴部破片には、横位または縦位に比較的幅広の貼付帯が付され、底部破片は底部がくの字に張

り出したものである。 2 ･ 3 ･ 12と4 ･ 14はそれぞれ同一個体の破片と思われる。 これらは、

斜行縄文（ 1）、羽状縄文(4 ･ 11 ･ 13 ･ 14･22･24～26)、短縄文(2 ･ 3 ･ 12･ 15)、撚糸

圧痕文（28)、絡条体圧痕文(16)を地文としており、貼付帯上にも同様に施されている。

b－3類（5～10･ 17～21 ．23･29～32) 5～10は口縁部、 17～21 ･23は胴部、 29～32は

底部破片。胎土は2類と大差ない力;、体部の色調は若干黄色がかるものが多く、器壁も薄くな

る傾向が認められる。体部には2類同様、貼付帯が付されているが、 これらは2類よりも細く

なり、底部の張り出しも認められない。地文には、斜行縄文（6 ． 9 ．29)、短縄文（7 ． 8 ．

19～21 ･ 30～32)、絡条体圧痕文(5 ･ 17･ 18･ 23)があり、貼付帯上にもこれらの文様が施

されている。 10は微隆起線の間が無文である。 29は底部に撚糸の押圧による刻みがめぐるもの

で、 その上部は研磨され無文となっている。

b－4類（33～59） 33は図上復元した実測土器34～49は口縁部、 50～59は胴部破片であ

る。胎土には2 ． 3類ほど砂粒を含まず、体部の色調も赤褐色を呈するものがほとんどである。

口縁には短縄文や撚糸圧痕文が施されたもの（33～45） と施されないもの（46～49）がある。

48．49は同一個体の破片と思われる。 33は胎土、色調、文様からみて同一個体と考えられる口

縁部と底部破片を図上復元したもので、口径19cm、器高20cmほどと推定される。口縁部に短縄

文を施し、 Rの右巻きによる木目状撚糸文が底部まで施されている。これ以外のものでも、

L ・Rの原体を用いた木目状撚糸文が施されたものがほとんどで、中には、 57のように2条

を単位とした撚糸文もみられる。また、わずかではあるが、 48．49のように網目状撚糸文が施

されたものもある。

Ⅱ群（60～91） 本群は全体の42％ほどにあたる3,093点が検出された。 a類はわずかに同

Jーn

o乙



一個体の破片が7点出土しただけで、他はすべてb類に細分される。

a類(62) a－2類に細分される口縁部破片である。胎土には、繊維と砂礫を含み、焼成

は良い。口唇の断面は角型で、羽状縄文が施されている。

b類（63～91） 本類はさらに、 円筒下層式(C類） と植苗・大麻V式土器(A･B類）
に細分される。円筒下層式は16点出土しており、他はすべて後者に属する。

円筒下層式（63．64．81） 63 ． 64は口縁部、 81は胴部破片。 63･64はいずれも口唇の断面
が丸く、口縁下には横位に4条、それ以下には縦位に撚糸文が施されている。 81も撚糸文がみ

られる。

植苗・大麻V式(60･61 ．65～80･82～91) 65～80は口縁部、 82～86は胴部、 61 ･87～91

は底部破片。 このグループ°には、 60． 61に代表されるように、胎土に繊維と砂礫を含み、地文

の縄文がはっきりと施文されたもの(A類） と前者よりも砂礫を多く含み、縄文が判然とし
ないもの(B類）に分けられる。体部の色調は、前者が黄褐色、後者が灰褐色～褐色を呈す

るものが多い。

前者のグループ． （60． 61 ． 65～71 ･82～84)には、口縁部に2～3条の縄線文をもつグルー

プ． （60． 68～71） と幅広の貼付帯が付されたもの（65～67）がある。地文は原体を横位または、

縦位に回転させた羽状縄文をもつものが多く、大半は内面にも施されている。 60は口縁部に2
条の縄線文とLRの斜行縄文が施され、胴部は無文でへラ状工具による整形痕がみられる。

後者のグループ（73～80．85～89）には、縄線文が施されたもの（73～78） と'Elcmほどの

貼付帯が口縁に付されたもの（79）とこれらが全く施されないもの（80）がある。地文は前者
のグループと大差ないが、内面にも施される割合が少ない。

Ⅲ群（92～136） 本群は全体の28％にあたる2,079点が検出された。 これらは、 a類b

類に分けられ、 b類はさらに1～3類に細分される。出土頻度はb－2類が最も多く、全体
の69％を占めており、 b－3類、 b－1類がこれに次ぎ、 a類はわずか1.8%にしかすぎない。

a類（92） 口縁部が大きく外反し、肥厚帯をもつ。地文はRLの斜行縄文である。内面は
ていねいに研磨されている。

b－2類（93～136） 93～125は口縁部、 126～133は胴部、 134～136は底部破片である。 こ

れらには、縄文だけのもの（93～99)、縄線文が施されたもの(100～104)や刺突文や沈線文

が施されたもの(105～111 . 129)、横位または縦位に貼付帯が付されたもの(112～128･ 130

~133)があり、貼付帯上には刺突文や押引文が施されている。底部(134～136)の張り出し

は顕著ではなく、 これらには斜行縄文、羽状縄文が施されている。

Ⅳ群（137～139） わずかにa類1点、 c類20点が検出されただけである。

a類（137） 余市式の胴部破片で、幅lcmほどの貼付帯が付され、地文は羽状縄文である。

c類（138. 139） 口縁下に突瘤文がめく÷る深鉢の破片で、 139には4条の横走沈線がめく~る，
（野中一宏） ‘
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2）石器等

12,152点検出された石器等のうち、フレイク・チップ(01･02)、礫礫片(Xo ･X,)が92%

を占め、石器および土、石製品は8％と比較的低い出現率である。

石器では8 ： 2の割合で礫石器が多い。剥片石器の器種別出土頻度は、石鍍(A類）が39%

を占め、以下、 Uフレイク (01a)、つまみ付ナイフ (D類)、 スクレイパー(E類)、石槍

またはナイフ (B類)、石錐(C類）の順である。石材は、器種によって若干異なり、 A･

B ･,E･01a類は黒曜石、 D類は頁岩が多用されている。礫石器の器種別出土頻度は、石錘

(N類）が29%と最も多く、すり石(J類)、石斧(F類)、砥石(K類)、台石・石皿(M

類)、 たたき石(G類)、石鋸(L類)、礫器(H類）の順である。 しかし、 いずれの器種も

完形品は少なく、破片が大部分を占めている。石材は器種によって選択されており、 F類は

泥岩、 G･H･ J･M類は泥岩や安山岩、 K類は砂岩、 N類は片麻岩が多用されている。

また、礫、礫片の35％は石錘の石材と同じ片麻岩である。以下、器種別に記す。

石錨（ 1～39） 81点出土したうち、 59点は3～7類に細分され、残りの22点は破片である。

3類（1～18） 29点出土した。柳葉形、木葉形、五角形を呈する薄身の石鍍で、早期に属

するものと考えられる。柳葉形のもの( 1～4)はいずれも平基で、両面ともに入念な二次加

工が施されており、黒曜石を石材としている。木葉形のもの（5～15)には、平基のもの( 5

~10． 14． 15) と基部先端が尖るもの(11～13)がある。このうち、 10． 12が頁岩製であるほ

かはすべて黒曜石を材料としており、 10～15には素材面が残されている。これらの木葉形石鍍

は、形態からみて、美沢2遺跡のI群b－2類期の住居跡(AH-2)出土の資料と対比でき、
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柳葉形のものと同様の時期と考えられる。五角形のもの(16～18)は、 I群b－4類土器に
伴うと考えられるもので、石材は黒曜石である。

4類（19～26) 11点出土した。基部がわずかに内湾するもの(19～25) と大きく内湾する

もの（26）があり、前者には身部が直線をなすものと湾曲し、 5角形を呈するもの（25）があ

る。石材はすべて黒曜石で、多くは前期に属すると考えられる。

5類（27） 2点出土した。 27は先端部を欠く比較的厚手の石鍍で、黒曜石製である。

6類（28） 2点出土した。 28は基部に比べ身部が長いもので、黒曜石製である。

7類（29～39） 15点出土した。かえしが明瞭なもの（29～31) と不明瞭なもの(32～39)

があり、前者には身部側縁が直線をなすもの（29） と内湾するもの(30･31)がある。後者に

は菱形に近いもの（32～34） もみられる。石材はすべて黒曜石である。

B類（40～49） 22点出土したうち、 11点は破片である。有茎のもの(40～44･48･49)、

無茎のもの（47)、菱形のもの（46)、木葉形のもの（45）があり、石材には黒曜石（40～42 ．

44．47)、頁岩（45 ．46．48．49)、玄武岩（43）が用いられている。48．49はつまみ付ナイフ
の可能性もある。

C類(50.51) いずれもフレイクの一端または両端に簡単な刃部を作出したもので、 50

D類（52～75） 43点出土したうち、 12点が破片である。片面の周縁にのみ加工を施した

もの（52～60)、片面全面加工のもの(61～71)、両面加工のもの(72～75)がある。周縁にの

み2次加工が施されたものの多くは厚手の縦長の素材を用いており、幅広のつまみ部をもつ。

52は唯一横長の剥片を素材としたものであり、 これらの石材はすべて頁岩である。片面全面加

工のものには、つまみ部が幅広のもの（62～66） と狭小なもの（67～71)があり、前者は厚手
の、後者は薄手の素材が使われている。石材には、珪岩(61)、黒曜石(62)、頁岩(63～71)
力§用いられている。両面加工のものは、背面の全面と、腹面の周縁にのみ2次加工が施された

もの（72） と両面の周縁にのみ2次加工が施されたもの（73)、全面に入念な2次加工が施さ
れたもの（73 ． 74）がある。石材は黒曜石（72． 73 ． 75)、頁岩（74）である。

E類（76～87） 43点出土したうち、 12点は破片である。定形的なスクレイパーは少なく、

素材の側縁または端部に2次調整を加えて刃部としたものである。 76は頁岩の薄い素材を用い
た片面加工のもので、ナイフとしての機能をもつ可能性がある。 87はエンドスクレイパーであ
る。石材は頁岩（76～79.85)、黒曜石（80～84．86 ．87）である。

U.フレイク (88～92) 黒曜石のフレイクの側縁の一部に使用痕または2次加工によって
できたと思われる細かな剥離がみられる。

石斧（93～117) 121点のうち、細分できたものは24点だけで、他は未成品または剥片であ
る。細分できたものは、 20点が2類に、 4点が3類に属する。

2類（93～96．98～101 . 104～116) 擦り切り痕を残すもの(93～95)、ペッキングがみら
れるもの（96)、打ち欠きによる調整がみられるもの（98. 99)、局部磨製のもの(100･ 101) 、
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全面磨製のもの(104･106～116)がある。 このうち、 93～95 ･ 99～101 ･104～111 ･ 113～115

は比較的薄手の小型で、 96 ･98･ 112･ 116は厚手で比較的大型の石斧である。 117は擦り切り

痕がみられる未成品の破片で、擦り切り部から割れたものが接合した。これらの石材はほとん

どが泥岩であるが、わずかに片岩製のもの(99･109) もある。

3類（97． 102． 103． 105) 2類同様に、打ち欠きによる調整痕が残されているもの(97)、

局部磨製のもの(102)、全面磨製のもの(103･ 105)があり、 これらの石材は泥岩である。

たたき石（118～133） 56点出土したうち、 37点は破片である。円礫や楕円礫の側縁や腹背

面に敲打痕がみられるもので、 119･ 120･122～124･ 126･131には擦痕も認められる。 132･

133は~形態､敲打痕や剥離調整からみて､石斧未成品の可能性がある。これらの石材は泥岩(118

~120･122･132･133)、砂岩(121 ･ 123 ． 126 ． 128)、安山岩(124･125 ･127･129･130)、

片麻岩（131）である。

礫器（134） 泥岩の偏平礫を用い、側縁の一部に両側から調整を加えて刃部としている。

すり石（135～156） 178点出土したうち、 148点力訂4類に細分されるが、接合資料を含めて

も完形品はわずかに8点だけである。

135 . 136は泥岩、砂岩の楕円礫の腹部を擦ったもので、 135は側縁に敲打痕も認められる。

137は断面三角形の砂岩製のもので、全面に擦痕が認められる。 138は偏平な素材の中央部全面

に擦痕がみられるもので、側縁の一端に快入部が認められる。石材は凝灰岩である。

4類（139～156） 把握部を作出していないもの（139 . 141) と作出しているもの(140･

142～156)がある。石材には安山岩、砂岩、泥岩が用いられているが、砂岩が最も多い。 139

~141は、 142に代表されるような形態にする前段のものと考えられ、打ち欠きによる調整痕が

周囲に残されている。 141からみると、 これらの石冠は、大型の楕円礫を半割し、打ち欠きに

よる調整後、敲打して形を整える作業工程で作られた可能性が高い。 156は、石冠の破片を砥

石として再利用している。

砥石（157～164） 91点出土した。偏平礫の一面を砥面としたもの(157～160) と両面を砥

面としたもの(162･ 163)、角礫の両面を砥面としたもの(161 ･ 164)があり、石材はすべて

砂岩である。

石鋸（165. 166） 砂岩の偏平礫の側縁を擦ったもので、断面がV字形をなしている。

石皿・石台（167～173） 68点のうち、完形品は1点だけである。 168～173はいずれも一面

のみを使用しているものの破片で、使用面がくぼんでいるものもある。 167は両面が使用され

ている。石材はいずれも安山岩である。

石錘（174～206) 230点のうち、完形品は31点である。一（マイナス）型(174～202) と

十（プラス）型(203～206) 力;あるが、後者は極端に少ない。う°ラス型のものでは、 4カ所を

明瞭に打ち欠いたものはなく、長軸の両端は明瞭に打ち欠いているが､短軸側は不明瞭で、 lか

所しか打ち欠いていないものもある（203～205)。石材はわずかにメノウ (174)などがみられ

るが、ほとんどが片麻岩である。
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土製品(207～225) 84点のうち、 79点が焼成粘土塊としたものである。 207～211は、土器

片を再利用した円盤状土製品で、 211には孔が穿たれている。 212～225は焼成粘土塊の破片で

ある。おそらく、 こぶし大ほどの楕円形に整形して、焼いたものと考えられる。 これらの中に

は、整形の際の指跡がみられるものもある。 しかし、 いずれも焼成が悪く、非常にもろい。

石製品（226.227） 226は虻紋岩製の管玉の破片。 227は安山岩の穴あき石である。

表17包含層の掲載実測土器一覧 （野中－宏）

大
写 真

図版番号

き さ （cmノ

底 径
番号 名 称 分 類 発掘区 備 考

吉
｢画］器 口 径

（19．8） 19-①鉢 Ib－4
〕句

〕｡ 深 D7－70 18．8） 図上復元

〃

).5

19-③鉢
$元

〈木 Ⅱb60 ６

９

７

４
~~
７

７

Ｃ

Ｃ

(17．4） 13．0）

20-①~③鉢61 深 底部のみ(14．0） 15．5〃

表18包含層の掲載拓影土器一覧

類
宅
宅
宅
宅
宅

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

分

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

写真図版番号 番号 分類 写真図版番号純
一
口
一
口
一
口
一
口

口
一
口

発掘区 諏
一
口
一
口
一
口
一
口
一
口

口

発掘区番号

1

工
3

4

E
J

18-③ ４

４

４

４

４

４

~
~
~
~

~

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

19－(1，０

０

０

０

０

７

６

３

３

６

８

８

~
~
~

~~

７

７

７

７

７

７

，

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｃ

４

４

４

７

０

６

５

９

４

６

８

５

~
~
~

~~

７

７

７

７

７

７

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

，

39

10

41 〃〃

12〃

13〃

Ib-3 44 〃

〃

〃h

４

４
~~
ｂ

ｂ

ｌ

ｌ

３

３
~~
ｂ

ｂ

ｌ

ｌ

B7－77 D7－6745７
’
８

口 回〃

ハ旬 芦ハ

レ／ ，0口 D7 45
口 C7 88

口

口
一
口

口

16 〃〃

Ib-3 ４

４

４

~
~
~

ｂ

ｂ

ｂ

ｌ

ｌ

ｌ

卯

幅
一
⑱

８

４

１

４

４

６

５

７

~

~~

７

７

７

７

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

9 〃

３

２

２

２

２

~

~
~
~

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

C8－10口叩
一
Ⅱ

昭

咽
一
Ｍ

〃

｜

″胴
一
胴
一
胴

胴
一
胴

C7－58 〃

Ib-4

１

１

５

６

１

０

０

０

４

６

５

６

~

~~

７

７

７

７

，

Ｄ

Ｄ

，

RO 胴〃

４

４

４

４

４

~
~
~
~
~

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

胴
一
胴
一
川
一
胴
一
胴

C7－44反1
J1

〃

４

０

８

４

４

４

４

８

~

~~

７

７

７

７

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

反0
J台〃

Ib-2 EQ
JJ

1反
LJ

〃

Ib-3 ﾘ15 D7 77．79 弘

弱

肥
一
Ｗ

鴫

四
一
別

ｍ

犯
一
酩
一
型

妬

茄

訂
一
詔

調
一
釦
一
別

詑

弘

弱
一
調
一
切
一
羽

〃〃

０

１

０

８

４

３

~
~
~

７

７

７

，

Ｄ

Ｄ

胴

胴

胴

３

３

３
~~

ｂ

ｂ

ｂ

ｌ

ｌ

ｌ

D7－80

Ib-3桐

〃 〃

Ib-4 Ill ８

３

５

４
~
７

７

，

，

56 〃〃

師 ４

４

４

~
~
~

ｂ

ｂ

ｂ

ｌ

ｌ

ｌ

胴
一
胴

Ⅲ

口

口

口
一
口

口
一
口

口
一
口

〃

３

３

２

３

２

２

２

２

２

３

３

３

３

４

４

４

４

４

~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

胴
一
胴
一
底

底

底
一
底
一
底
一
底
一
底
一
底
一
底

底
一
底
一
口
一
口

口

口

口

C7－146 記
雨

〃

４

ユ

凸

刈

宝

ハ

〉

〉

〔

×

〕

ワ

ｆ

ワ

ー

戸

坑

』

４

４

△

~
~

~

７

７

７

７

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

〃

〃

19-③
〃

〃

７

１

３

１

１

１

７

５

５

６

５

６

~

~
~
~

７

７

７

７

７

７

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

ウ

１ａ

ｂ

ｂ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

戸n

o乙〃

63

C7－58“
｜
妬
一
郎

〃

肌

肌
一
肌
一
恥
一
恥

８

１

７

８

８

９

３

４

９

０

３

９

~
~
~
~
~

７

７

７

８

７

７

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

″

〃

’

″

’

〃

〃

’ D7－60 師
一
鮨

的

〃

D7－60 〃

D7－40 〃

″Ⅱb０

６

０

４

４

０

６

３

４

７

~
~
~
~
~

８

７

７

７

７

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

70 ｢ 1〃

肌
一
肚
一
肌
一
肌

朏

肌

肌

B7－98ワ1
イI 口

一
口
一
口
一
口

口

口
一
口

〃

D7－5］ワO
イム〃 ″

｜

〃

｜

″

rY7－QQ
シ~I vJ19－(1)

写旬

／0

０

９

１

２

５

５

６

３

~
７

７

７

７

Ｄ

Ｃ

Ｃ

，

測
一
布
一
稲
一
方

少

C7－63 "

１

０

８

４
~

７

７

Ｃ

Ｄ

″

〃〃

73



(表18のつづき）

澪
一
泊

門

分類部位

Ⅱb 口

Ⅱb 口

Ⅱb 口

Hb 口

Ⅱb 胴

Ⅱb 胴

Ⅱb 胴

Ⅱb 胴

Ⅱb 胴

Ⅱb 胴

Ⅱb 胴

Ⅱb 胴

Ib 底

国

Ⅱb

Ⅱb

底

発掘区 写真図版番号
に
マ
グ

ゴ
二
Ｊ艤
迦
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
｜
〃
〃

②

図

１

１

真

２

２

写
ｘｌ

掘

嘔

妬

門

踊

乃

踊

卿

鯛

拠

鯛

拠

〃

蛇

的

妬

卵

Ⅱ

部

布

妬

詔

妬

跳

師

沌

師

鯛

粥

卵

蹄

叫

娚

弱

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~

~

~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~

発
配
配
ｍ
ａ
ａ
ｍ
ａ
ａ
ｍ
α
α
配
α
印
画
α
“
疎
ロ
ロ
配
α
α
の
α
口
跡
Ⅳ
口
画
酩
卸
函

唯
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
胴
胴
胴
胴
胴
胴
胴
胴
底
底
底
胴
口
口

立

口類
毛
宅
毛
宅
宅
宅
宅
毛
宅
宅
宅
毛
宅
宅
宅
宅
宅
宅
宅
壬
聿
ミ
ゴ
」
認
宅
宅
宅

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

ｃ

ｃ

分

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

冊

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

号

師

肥

的

、

皿

旭

過

Ｍ

妬

肥

Ⅳ

略

田

鋤

創

翠

羽

型

濁

沁

幻

詔

調

訓

釧

詑

調

誤

記

調

諏

弼

調

番

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

分類立
『『'一

に,|)1
L

21-①107

B8－06

国

Ⅲb－2110

〃

C7－85

C7－47

Illb－2口

Ⅲb－2

118〃

C7－92

Ⅲb－2口

121〃

r､7QQ
シ5ジU
〃

口

Ⅲb－2

Ⅲb－2126

Ⅲb－21ワQ△＝V〃

130C7－87〃

胴r,7－ワワー~『~fP

Ⅲb－2132

B789〃

D7－53砥

底

Ⅲb

Ⅳa21-②
1ウワ

lロイ

D753

C7－70 19-③
C7－70 〃

r,ワーワ1
シ』 ~J上79 〃

C7－83帥

創
一
肥
一
錦

錦
一
弘
一
錨
一
閖
一
舗

師

〃

C7－47 〃

「､7－頁Q
ン~『 VJ 〃

９

０

９

０

１

４

６

６

７

７

~
~
~
~
~

７

７

７

７

７

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

〃

〃

〃

〃

一

″

C7－7］ 〃

一底

１

５

７

５
~~
７

７

Ｃ

，

〃

Ⅱb88 〃

朏

Ⅲ

酩

鋤
一
胡

B8－()7底
一
底

〃

C7－50 〃

Ⅱb １

９

２

７

５

７

~
~
~

７

７

７

Ｃ

Ｃ

Ｃ

底 〃

２

２

２

２

~

~

~

~

ｂ

ｂ

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

90 底
一
底

口
一
口

口

〃

馴
一
蛇
一
昭
一
鯉
一
妬
一
妬

〃

C7－67 21 ①
３

４

７

７
~~
７

７

Ｃ

Ｃ

〃

〃

口 C7－75 〃

C7－74

４

２

４

７

９

９

~
~
~

７

７

７

Ｃ

Ｃ

Ｃ

口

口

口

口

〃

Ⅲb－297

兜
一
”
｜
、
｜
皿

２

２

２

２

２

２

２

２

２

~~

~
~
~
~
~
~

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

冊

Ⅲ

"

C8－12囚

７

７

５

０

６

５

~
~
~

８

７

７

Ｂ

Ｃ

Ｃ

C7－67

■

一

〃■
二
口
一
口
一
口
一
口
一
口

102 〃

眼
一
皿

服

脈

D7－4］ 〃

C7－48 〃

C7－64 〃

戸向 局r＝

し／－／、 〃

表19包含層の掲載石器等一覧

番号 名 称

1 石 鍬

2 石 鍛

3 石 錐

石 錐

石 鑑

重さ(9) 材質

0．8 Obs’

0．8 Obs、

1 ．I Obs、

1 ．7 Obs、

1 Obs、

1 ， l Obs、

1 ．6 Obs

2．3 0bs

0．8 Obs，

1 ． 1 Sh，

0．8 Obs，

1 ， 1 S}1．

0．8 Obs’

0，6 Sh、

0．9 Obs、

0．3 Obs．

0hs

0．8

1 ．1

1 ． 1

0．8

1 . 1

分類

lA3

発掘区 大 き 写真図版番号さ (c、）

８

８

３

６

７

７

，

，

(3.1）×0．9×() .3 22-①
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

lA3

1A3

1A3

1A3

1A3

1A3

1A3

3．3×() .8×0．3

D7－49 3．6×() .7×3．5

石 雛4 B8 l5 (4．3）×1．］×0．3

石 鍬５ C7－49 3．1×1． 1×〔) .3

鍬
一
鍬
一
殿
一
雄

６

７
ｌ
８

９

ｍ
－
ｎ

石

石
一
石

石

C7－48 3．0×0．4×() ~3

６

８

２

８

４

４

４

５

６

９

~

~~

７

７

７

７

７

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

(2．8）×1．4×0．4

(3.6)×1.5×0.4

1A3 2．4×1．4×0．3

石 錐 lA3 2．8×1 ．5×0．2

’石 雌 1A3 2．4×1．1×() .4 〃

石 雛1ワ
上空 lA3 C7－67 2．8×0．9×() ,4

石
一
石
一
石
一
石

鍛

鍼

鰄

鍼

⑬
｜
Ｍ
｜
略
一
照

蝿
一
蝿
一
蝿
一
岬

C7－66 (2．8）×() .4×0．2 〃

r~､ワー7？
ｰ~J イ臼 1 ．9×1 ．2×0．2 〃

C7-93 1 (2.4)×1 ~3×0.3
C7-64 1L7×0.7×0~2

C7－93 ″

｜

〃

74



(表19のつづき）

澤

Ⅳ
頑
而
一
里
創
万
万

名 利 分類

1A3

発掘区 大 き さ (cm) 重さ(9)

C7－76 2．1×0．8×0．2 0．4

C7-54 (1.9)×0.8×0．2 0．2

B8-15 (1.9)×1.9×0.3 0．5

D7 58 (2.1)×1.7×0．3 0．8

C7-91 (2.0)×1.8×0．3 0．8

D7-67 (2.1)×0.9×0.2 0．6

，7－43 2．5×1．9×0．3 0．9

2．1×0．8×0．2 0．4

C7－54 (1．9)×0．8×〔) .2

(1.9)×1．9×〔) .3

質

ｓ

ｓ

ｓ

ｓ

・

ｓ

ｓ

Ｓ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

才

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

ｆ 写真図版番号

21－①鍬石

石
一
石
一
石

石

石
一
石

雛
一
鍛
一
鍬
一
殿

殿
一
殿

1A3 〃

蝿
一
叫
一
幽

恥
一
狸

〃

｜

〃

雛石 lA4 D7－54 2．6×1．8×0．4 Obs24 1 ．0 〃

４

４

Ａ

Ａ

１

１

鑑

殿錐

B 調

D7－61

唯

恥

弱
一
妬

”
｜
詔

羽
一
鋤
一
劃
一
犯

詔

弘
一
弱

石 2．8×1．7×0．3

(2.5)×(2.0)×3．5

３

２

’

１

〃

石 ″

｜

″Obs鍬石 1A5 D7－48 (4．6）×1．5×().5 I （ ）

鍍
一
雄
一
雛
一
殿
一
難

８

１

５

８

７

１

１

４

３

３

５

８

５

２

４

９

４

４

４

６

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

７

７

７

８

７

７

７

７

７

７

，

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

鋤
一
昨

叱

咋

恥

昨
一
昨

石

石
一
石

石
一
石

蠅
一
ｗ
ｌ
ｗ
ｌ
ｗ
ｌ
ｗ
ｌ
ｗ

3．6×1．5×(） 唖
一
嘔
一
賑
一
叱

岫
一
叱
一
皿

〃

(1.9)×1 ．5×0．4

(1‘O)×15×0.3

(1.9)×l.5×0.3

2．0×1．3×0．3

2．0×1．2×0．3

1．8×2．6×0．4

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

〃

石 雛

石 鍼 lA7

(0，8)×0．4×0．3鍛

鑑

錐
一
錐
一
錐

Obsｗ

ｗ

0.1

イナはたま
槍

石

石

石

石

石

石

〃

唯

咋
一
恥

2．2×1．4×0．4

(2．2)×1‘3×0．4

肥
一
”
｜
郡

和
一
“

邸
一
岬
一
岬
一
ｍ

ヘハ

do
〃

lA7訂
一
調

羽
一
伽

″

″

一

″

ｗ
ｌ
ｗ
ｌ
印
一
団

D7－48 2．3×1．1×0．5

明郷
恕
評
判
訓
読

出土

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

地

７

７

７

７

７

3．9×1．8×0．7 Obs

恥
一
昨

昨
一
座
一
昨
一
帥

(5．5）×3，1×1．0 〃

石槍またはナイフ 5.9×(2.7)×0．7

6．7×2．7×0．8

5．8×1 ．8×1． 1

5~8×2．4×1 ．0

11 〃

石槍またはナイフ Bl蛇
一
喝
一
“
｜
妬

″

｜

〃

｜

″

｜

″

石棺またはナーイフ

石槍またはナイフ

石槍またはナーイフ

田

団
一
団

暁

6．3×2．0×2． ］ 12．2C7－58

水 付石槍またはナイフ Sh10．6×3．4×1．1 翻

岬

啼
一
皿

哩

“
｜
嘩
一
“

岬

認

躯
一
雨

ｍ
一
”

、

”

“

”
｜
”
｜
皿
一
唖

邪

皿
一
四
一
岬

4行

10
ク

石槍またはナイフ ObsB4 C8－04 l().9×3．4×1．047 1石槍またはナイ ーブ
48 1石槍またはナイ ーブ

〃

鴎

団
一
Ｃ

Ｃ

Ｄ
ｌ
Ｄ
ｌ
Ｄ
ｌ
Ｄ
ｌ
Ｄ

Ｄ
ｌ
Ｄ
ｌ
Ｄ
ｌ
Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ
ｌ
Ｄ
ｌ
Ｄ
ｌ
Ｄ

Ｄ

Ｄ
ｌ
Ｄ
ｌ
Ｄ

７

６

７

６

４

７

８

３

~
~
~

７

７

７

７

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

8，8×1 ．8×0．4 Sh 〃

石槍またはナイフ 弘

鋤
砺
諏
蔀
．
｜
訓
訂

5．4×2．5×0．819

22-②石 錐

石 錐

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

3．2×1．1×0．4

3．3×2． 1×0．7

5．1×4．8×0．8

3．4×2． 1×0．9

3．8×1 ．4×0．7

4．0×1 ．5×0．5

帥
一
別
一
砲

弱
一
別
一
弱
一
弱

〃

ハ旬 句ハ

レノ－00 〃

｜

〃

一

〃

｜

〃

｜

〃

〃

｜

〃

ハ向 ハヘ

L,／－bd

C7－43

D7－50

的

印

池

刷

鮨

沌

弱

鏥

別

妬

鎚

布

粥

弘

田

~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Sh6.()×1 ．7×0．7

〕まみ付きナイフ Sh6．4×1 ．9×0．6
F弓

司ノ

7．3×1 ．5×1，1

6．0×1．9×1 ．0

6．2×2．1×0．7

2．8×1．4×0．4

4．4×1．5×0．7

5．3×1 ．4×0．7

5．5×1．7×1．0

6．3×2．2×0．9

鋤
一
弘
蔀
．
可
．
応
一
釧
一
訓
一
鋤

弘
一
ｍ
蔀

つまみ付きナイフ認
一
弱
一
帥
一
団
一
乾
一
田
一
例

開

師
一
師
一
粥
一
的
一
ｍ

つまみ付きナイフ 〃

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイ ーブ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

ク

〃

〃

〃

’

〃

’

〃

″

〃

〃

7．2×2． 1×1 ．4

5．6×2．2×0．5

つまみ付きナイフ 6．4×2．7×() .5
グ

つまみ付きナイフ Sh6．9×2．5×0．6

6.0×2.3×q6 Shうまみ付きナイラ

~『ー

／0



（表19のつづき）

大 き さ (cm) 重さ(9) |材質｜ 写真図版番号番号 名 称称 分類 発掘区

71 つまみ付きナイフ
72 つまみ付きナイフ

22-②D I C7-84
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２
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５
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(表19のつづき）

番号 名 称 分類発掘区 大 き さ (cm)

125 た た き 石 G C7－65 9．5×5．4×3．5

126 た た き 石 G C7 38 9.7×6．4×5．8

127 た た き 石 G D7－48 6．1×4．5×1 ．8

128 た た き 石 G D7－56 10．9×5．7×4．8

129 た た き 石 G C7-71 13.4×(12.1)×3.2

130 た た き 石 G C8-10 18.5×6．7×3．8

131 た た き 石 G, C7-97 18.3×9．6×6．8

132 た た き 石 G C7-74 9．2×4．2×1．4

発掘区

G C7－65 9．5×5．4×3．5

126 た た き 石 G 9．7×6．4×5．8
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(表19のつづき）
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3． ローム質粘土層の調査

本遺跡では、 1－1で述べたように、更新世の堆積物である恵庭a降下軽石層と支笏軽石流

堆積物の間のローム質粘土層を対象に、 ｜日石器確認調査を実施した。調査の対象は当初、全体

の面積の4％に相当する160㎡であったが、遺物が検出されたことから、発掘区を拡張し、最

終的には400㎡ほどとなった。 この結果、石核1点を含む15点の遺物が検出された。

(1)発掘区の設定と層序（図44）

今回の調査では、台地縁辺部を対象にし、 D7-60杭とC7-72杭を結ぶ直線を中心とし

た幅10m、長さ41mほどの範囲を調査区とした。調査区はC7-52･62･72区～C7-59 ･

69 ． 79区の小区画内にあり、調査区の南北軸は、発掘区の南北軸に対して14．西へ偏く。

旧石器包含層については、現地で岡村聰氏の指導を受けながら分層し、合わせて、 これらの

土壌についての化学的分析を依頼した(1-6参照)。この結果、検出された遺物は、羊蹄第

3軽石、スヲリア層(YQPS-3)の降下年代以降のものであり、本層の層準は美沢1遺跡

の層準（｢美沢川流域の遺跡群」Ⅲ昭和53年度道教委） とほぼ一致することが報告されて

いる。以下、下位の居準から順次説明を記す。

虹層淡赤褐色士支笏軽石流堆積物(SPfl )で、図46のn･X層に対応する。

X層暗黄褐色士径2～3cmの支笏軽石を含む。図46のX居に対応する可能性がある。

Ⅸ層黄褐色土径4mmほどの岩片を含む。図46のⅨ層に対応する。本居中には部分的に炭

化物が混入しており、本層をⅨa、炭化物を含むスポットをⅨbとした。

Ⅷ層赤褐色を呈する径l～2mmの軽石層(Ma) と暗褐色を呈する径lmm以下の細粒スコ

リア層(Ib)からなるもので、 レンズ状に薄く堆積している。図46のⅧ層に対応す

るもので、 Yo,Ps-3の下半部に対比されている。

Ⅶ層暗黄褐色土径1mmほどの火山灰を含み、炭化物も少量混入する。粘性に富み、 しま

りのある層で、図46のⅦ層に対応し、 Yo.Ps-3の上半部のスコリア質火山灰を多量

に含むものとみられている。

Ⅵ層黄褐色土遺物出土層。径1mmほどの火山灰を含み、炭化物が比較的多量に混入する。

本層をⅥa、炭化物を含むスポットをⅥbとした。図46のV･Ⅵ層に対応する。

V層暗灰色火山灰レンズ状に断続的に堆積している。図46のⅣ層に対応し、 Yo.Ps-

3の直上にみられるスコリア質火山灰に似ているとされている。

Ⅳ層黄褐色士粘性があり、若干炭化物を含む。図46のⅢ層に対応する。

Ⅲ層灰白色土岡村氏の報告では細分されておらず、 Ⅲ層に含められていると思われる。

Ⅱ層暗灰色火山灰レンズ状に堆積し、 V居と近似する。図46のⅡ層に対応する。

I層明黄褐色士図46のI眉に対応する。 （野中一宏）
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(2) 遺物（図45）

検出された遺物は、石核1点、 フレイク13点、礫片1点で、 これらはC7-67･68区にま

たがる炭化物のスポット周辺(A群)、 C7-77･78区にまたがる炭化物のスポット周辺(B

群） とC7 58区の壁際に1点分布している。垂直分布では、Ⅳ層下位から出土した15の礫

片を除き、Ⅵ層中位～下位に包含されている。石核剥片群は、 1 ． 2 ． 4～8 ･ 10･ 11 ･ 13 ･

14がA群に、 9 ． 12がB群に属する。 lは珪岩の偏平礫を母岩とし、上面と下面に黒褐色を

呈した原石面が残された両接打面の石核で、最終的には下方からの剥片剥離を施した際に段が

生じたため放棄したものとみられる。 2 ． 3は黒曜石の剥片で、 2には背面に刃こぼれ状の細

かい剥離が認められる。4～7 ･ 10～14は珪岩の剥片で、4 ･ 6 ･ 9 ． 10･ 12には原石面が残っ

ている。 8 ． 9はメノウの剥片で、 9は原石面を残している。 15は泥岩の礫片である。

このうち、黒曜石の剥片については、原産地分析と水和層年代測定を依頼したところ、原産

地はともに白滝と考えられるもので、年代測定では17,000±900yBP(2)、 16,100=t1,000

yBP(3)という値が以られた。また、珪岩を石材とした遺物のうち、 1 ･ 10 ･ 13， 2～4 ･

12， 11 ･ 14は剥離面と原石面の色調や質感からみて、 それぞれ|司一母岩である可能性が極めて

高い。 1 ･ 10･ 13はともにA群に分布しており、剥離面の色調は縞模様がみられる青灰色で

ある。 2～4 ･ 12は、 3個(2～4)がA群に、 12がB群に分布し、剥離面の色調は灰褐色

～乳白色、原石面は灰黄褐色～茶褐色である。 11 ･ 14はともにA群に分布し、色調は赤褐色

壱呈している。 これらの遺物のうち、同層準から検出された石核、剥片群は、前述のごとく平

面的には若干離れた位置に分布している。 しかしながら、同一母岩の剥片の分布や水和層年代

の近似値からみて、 これらは同一スポット内に分布する一群として把えられる可能性が高い。

（野中一宏）

表20 Q-ム質粘土層の石器等一覧
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●黒曜石石片
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4．美沢10遺跡火災住居跡(H-2 ． 5)出土木炭の液体シンチレーション

炭素年代

測定者京都産業大学山田治

H－2炭化材

H－5炭化材

KSU-1390

KSU-1391

Ｐ

Ｐ

Ｂ

Ｂ

ｙ

ｙ

Ｏ
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６

６
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｜
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’

０
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１

８

１
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４

４

5．美沢10遺跡出土の黒曜石石片の水和層年代

帯広畜産大学近堂祐弘

(1) はじめに

昭和61年度の新千歳空港建設用地内における埋蔵文化財発掘調査結果、苫小牧市美沢10遺跡

で恵庭a (En-a)降下軽石層（降下年代約14,000B.P.年）下位のローム質粘土層から、

後期旧石器時代のものとみられる各種石片が出土した。

今回、上記遺跡を発掘調査中の北海道埋蔵文化センターの依頼により、黒曜石片2試料の水

和層年代測定を行ったので、 その結果を報告する。

札幌一苫小牧低地帯におけるEn-a降下軽石層下位の旧石器については、現在までのとこ

ろ年代測定資料に乏しいので、本遺跡出土の黒曜石石片の年代測定は、編年上から意義あるも

のと考えられる。

(2) 試料、測定方法および年代測定結果

年代測定に用いた2試料は昭和61年度発掘調査で出土した、小形の黒色透明な黒曜石石片で

ある。 2試料のうち、 C7-67-31試料（図45－2)は、水和層厚測定用薄片製作後の小片

（0．59 ） を用いて、産地推定のための化学分析を試みた。

すなわち、黒曜石の主要無機成分であるチタン (Ti ) とマンガン (Mn)の測定を行った

結果、 Ti=0.021%、 Mn=0.032%の分析値をえた。北海道内の産地別黒曜石の上記2元素

の分析値（西沢、 1979） を参照すると、道東の白滝産黒曜石は、 Ti=0.022±0.001 (%)、

Mn=0.033±0.001 (%)であり、本遺跡出土の1試料C7-67-31 (図45-2)の分析値

と一致している。なお、上記の試料について黒曜石薄片の晶子形態を観察したところ、白滝産

黒曜石に一般的な微球体(Globutite)から毛状晶子(Trichite)の発達しているのが認めら

れた。

以上の分析結果から、 C7-67-31試料は、 白滝産黒曜石に由来するものとして以下の年
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代測定を試みた。なお、 2試料のうち、 C7-58-61試料（図45-3)は極めて小形の剥片で、

水和層測定のための薄片製作後、化学分析用の細片はえられなかった。 したがって、 C7-

58-61試料については、産地推定の補助手段である薄片の晶子形態観察をもって、一応、 白滝

産と概定の上年代測定を試みた。

薄片製作および水和層厚の測定は、常法（近堂、 1975）に準じて行った。年代測定の基準と

なる水和速度（媒㎡/1000年）は、 日本産黒曜石の水和速度と効果温度にかんするワーキング

カーブ（近堂、 1986）から、札幌一苦小牧低地帯（道央）における後期更新世の推定効果温度

8.5℃の条件で、白滝産黒曜石1 ． 60浬㎡/1000年を採用した。 2試料の年代測定については、

表21に示したとおりである。

表21 美沢10遺跡出土の黒曜石石片の水和層年代
図番号

図45-2
図45－3

|水和管年代(B
17,000r

16,100±1

出土層位 ’水利層測定数水和層厚X士0' (um)

En-a下位ローム質粘土層 10 5.21±0．14
ケ 9 5．08士0．15

厩
科番号

’－67－31

C7－58－61
■

2試料の水和層年代は、 16,100±1000および17,000±900年B.P~を示し、計測誤差の範囲

を考慮すると、両試料間に格差はないと考えられ、ほぼ同じ時期の石器製作に由来するものと

推定される。また、 2試料はいずれも約20,000B.P~年までは遡らない。

美沢l遺跡の発掘調査で、 En-a降下軽石層下位から出土した黒曜石石器・石片について

は、勝井・根本(1979)の報告がある。 この年代測定の結果は、 18,500±1,000B.P.年を示

しており、今回の測定値は計測誤差の範囲を考慮するとほぼ同じ年代とみて差支えないであろ

う。

参考文献

北海道教育委員会（1979） ：美沢川流域の遺跡群Ⅲ、

近堂祐弘（1975） ：黒曜石の水和層による石器の年代測定．考古学と自然科学、 No. 8， 17-

29．

近堂祐弘（1986） ：北海道における黒曜石年代測定について．北海道考古学、第22輯、 1 15.

西沢保人(1979) :北海道産黒曜石の化学組成と産地分析法. 1 48 (帯広畜産大学卒業論文

手記)．
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6．美沢10遺跡旧石器出土層及び関連層

北海道教育大学札幌分校岡村聡

(1) 土壌断面

皿最下位にあたる支笏軽石流堆積物(Spfl )は、淡赤灰色を呈し軽石の最大粒径は20cm以

上に達する。上位層との境界は不規則な擾乱を受けており、 クリオーターベーションによる

ものと考えられる。

X Spflの二次堆積物で淡褐色を呈し、数mm径の軽石片はよく円磨されている。

Ⅸ灰黄褐色土居。細粒な火山灰を母材とする土居。最大粒径lcmの岩片を含んでいる。

Ⅷ暗褐色軽石層のレンズ状薄層。分級の状態、重鉱物組成、斜方輝石の化学組成などの特徴

は、羊蹄第3軽石・スコリア層(YoPs－3) (柏原ほか、 1976)の下半部によく一致す

る。粒径は4mm以下のものがほとんどである。

Ⅶ暗灰色のスコリア質土居。 1-3mm大のスコリア粒を多数含んでいる。 Yo.Ps-3の上

半部のスコリア質火山灰層を多量に混入しているとみられる。

Ⅵ石器を包含する褐色土居。部分的に火山灰、 スコリア粒を混入する。炭化物を特徴的に含

んでいる。

V石器を包含する褐色土居。Ⅵに比べスコリア粒がほとんど含まれない。

Ⅳ暗灰色のスコリア質火山灰層のレンズ状薄層。Yo.Ps-3の直上にしばしばみられるス

コリア質粗粒火山灰層に似ている。 このレンズ状の形態は、風成二次堆積の影響を受けたこ

とを示す。

Ⅲ黄褐色の火山灰質土層。スコリア質火山灰やSpflの風成二次堆積物を混入している。炭

化物を含む。

Ⅱ暗灰色のスコリア質火山灰層のレンズ状薄眉。層厚は最大で3cm程度であるが、上部がや

や粗粒なスコリア層からなる。Ⅳと同様なYo.Ps-3の直上のスコリア質粗粒火山灰層と

考えられる。

I 褐色土層。最大2mm大の岩片を含む。まれに炭化物を含む。

Iの層準の直上には、恵庭a降下軽石堆積物が層厚約2mで降下堆積し、 さらに上位には樽前

d降下軽石堆積物が重なっている。

(2) 重鉱物組成と斜方輝石の化学組成

石器包含層及びその上下層の－9層準から試料を採取し （図46)、 その重鉱物組成と斜方輝石

の化学組成を検討した（表22、図47)。
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図46美沢10遺跡土壌断面

a :樽前d降下軽石堆積物; b :恵庭a降下軽石堆積物; C :暗灰色スコ

リア質火山灰; d :羊蹄第3軽石・スコリア層(Yo.Ps-3)の軽石の多

い部分; e :支笏軽石流堆積物(Spfl)の軽石; f :石器包含位置; g :

重鉱物組成・斜方輝石の化学組成測定用試料採取層準; h :腐植層。
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9 Spfl 16%以上の褐色角閃石を含んでいる。 表22土壌断面の重鉱物組成
斜方輝石のMg/(Mg+Fe) (以下Mg,

値と呼ぶ）は0.45から0.69の広い組成範囲を

示し、最頻値は0.46±の値でいちじるしく低

い。

8 mの居準に相当する。角閃石を3%程度含

む。斜方輝石のMg値は0.62～0.70で最頻

値は0.63±に集中し、Spflより明らかに高い。
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不透明鉱物に富んでいる。斜方輝石のMg Spf' :支笏軽石流堆積物
Opx:斜方輝石:Cpx:単斜輝石:Ho,､ ：角閃石：

値は0.60～0.73と高く、 Spflと比べて最頻 Opaq:不透明鉱物

値も著しく高い。

6～3 ⅦからⅢに相当する。角閃石を含まず、斜方輝石の2倍近く含まれる。斜方輝石の

M9値は6と5が0.60～0.73と高い組成範囲を示し、 YoPs-3特有の値を示すが、 4と

3は0.46～0.72と非常に広い組成を示す。最頻値は4， 3とも0.63±程度であることから、

多くはYo.Ps-3からの混入を示し、一部に0.46程度の著しく低いSpfl特有の輝石を混入

したと考えられる。

2 Sco_Ash スコリア片が多く、角閃石を含まない。単斜輝石に富んでいる。斜方輝石の

M9値は0.57～0.73とやや広いが、最頻値は0.70±で著しく高く、 Yo.Ps-3よりも高い

傾向がある。

1 1に相当する。角閃石をごくまれに含む。斜方輝石のM9値は0.62～0.72と高く、 Spfl

とは明瞭に区別される。

本地域の火山灰層の中で、最下位のSpflを除く他のテフラはすべてレンズ状であり、風成

二次堆積の影響を何らかの形で受けたことは間違いない。それらのレンズ状テフラの中で図1

のⅧ層は、鉱物組成、斜方輝石のMg値の特徴からSpflとは明らかに異なる。美沢1遺跡調査

報告によれば、 Yo.Ps-3の斜方輝石の屈折率とMg値とは密接な相関があり、一方の測定

によってもう一方を推定することができる(Deeretal 、 1966)。今回得られたMg値の結果は、

Ⅷ層がYoPs-3に対比されることを示唆している。同様に、、層のSpflの斜方輝石のM9

値も美沢l遺跡調査で得られたSpfl中の斜方輝石の屈折率の測定結果と矛盾しない。斜方輝

石のMg値の組成範囲から見る限り、図1のⅨ層より上位の地層は、 ほとんどがYoPs-3

とそれにともなうSco.Ashおよびそれらの二次堆積物とみられる。ただしVとⅢ盾中には

Spflの風成二次堆積物を僅かながら混入したと考えられる。

Spflの14C年代は30,000y.B.P~以前とされており、 Yo.Ps-3は27,280±1,410y.B.P.

以前とされていることから （大貫ほか、 1977)、本|日石器文化層の年代はそれらのテフラの年
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1－9の層準番号は図46に同じ。

Sco.Ash:スコリア質火山灰;Yo.Ps－3 :羊蹄第3軽石・スコリア層i

Spfl :支笏軽石流堆積物。

代以降とみられる。 この層準は美沢l遺跡の石器包含層とほぼ一致している。

引用文献

Deeretal(1966) :Anintroductiontotherockformingminerals. Longman,p528.

柏原信ほか(1976) :羊蹄火山のテフラ．第四紀研究、 15， 75－86.

春日井昭(1978) :美沢1遺跡におけるEn-a下位のテフラ．美沢川流域の遺跡群Ⅲ

513-517.

大貫康行ほか(1977) "N,Us-c"降下軽石層の14C年代．地球科学、 31， 87-89 ･

88



7 まとめ

美沢10遺跡は、 これまで述べてきたように、旧石器時代から縄文時代後期にかけての複合遺

跡である。 しかしながら、今年度は流域沿いに広がると考えられる本遺跡のうちの一部しか調

査していない。このため、今回の調査によって本遺跡の内容、性格などを全て明らかにできた

とは言えない。従って、 ここでは、 おもに各時期における遺構、遺物の分布について、美沢川

遺跡群やフレペッ遺跡群などの調査結果と比較し、本遺跡を解明するための手がかりとしたい

（野中一宏）

(1) ローム質粘土層出土の石器群について

美沢10遺跡のSpfl層上部から出土した15点の石核と剥片は､かつて美沢1遺跡(道教委1979)

で発掘された石器群と出土居位、チャート ・めのう．黒曜石など各種の石材を利用しているこ

と、定形的な石器が乏しく遺物量が少ないこと、遺跡が段丘の突端部に立地することなど多く

の類似点をもっている。 しかし、美沢l遺跡の石器群力ざ水和層で18,500±1,000y.BP~と示さ

れ、祝梅三角山遺跡（千歳市教委1974)の石器群と比較されたのに対し、今回の水和盾で

16,100±1,000， 17,000±900y.B.P.という年代はそのまま三角山遺跡の石器群と比較できる

値ではない。 この値は、 白滝13遺跡（吉崎昌-1961)やホロカ沢1遺跡（白滝団研1963)、そ

して最近調査された広郷8遺跡（北見市1985)の一部の年代に近いが、 これらの石器群は石刃

技法を技術基盤としており、美沢10遺跡の石器群とは様相を異にしている。

ここでは、美沢10遺跡下層の石器群が北海道の先土器時代石器群の中でどのような位置を占

めるのか、その見通しについて述べたい。

近年、美利河l遺跡（道埋文1985a)の層位や湯の里4遺跡（道埋文1985b)、暁遺跡（帯

広市教委1985）などの年代側定によって、北海道の細石刃石器群は峠下型のものが最も古く、

その年代は14,000yB.P~頃であることが明らかにされつつある。美沢10遺跡の石器群は、層

位の上からもまた測定値の上からもそれらよりは古く位置づけられ、細石刃より古い段階の石

器群であると予想される。

一方、美沢l遺跡の石器群は、 Spfl層から出土したことやインバースリタッチのスクレイ

パーの存在などから祝梅三角山遺跡と比較されたが、両者の間には10kmたらずの至近距離であ

りながら石材選択のしかたに大きな違いがあり、年代測定値にもかなりの差がある。今回の美

沢10遺跡の資料の中には完成された道具はみられないが、出土居位、石材選択のしかたでは美

沢l遺跡と強い類似性ｶｶみられ、年代測定値には差があるものの、基本的には同一の石器群と

みなしうるものである。

そこで、 15,000～18,000y.B.P~の石器群はというと、 白滝13遺跡、ホロカ沢l遺跡などで

代表されるいわゆる前期白滝石器群や最近調査されたナイフ形石器をもつ広郷8遺跡の石器群
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があげられる。 しかし、 これらの石器群はいずれも石刃技法を技術基盤としており、黒曜石原

産地に近いせいか石材は圧倒的に黒曜石が多い。美沢1遺跡や美沢10遺跡では今のところ石刃

技法はみられないが、今後その存在が確認される可能性は十分予測される。ただし、千歳・苫

小牧周辺は石器の原材料となる石の乏しい地域であり、その追及は決して容易ではないだろう。

また、段丘の突端部に小規模な遺跡が分布するパターンもこの地域での特色といえるが、それ

ゆえに美沢10遺跡や美沢l遺跡などの石器群の組成を明らかにすることも同様に容易ではない

ものの、道南と道東北をつなぐ意味で今後も新しい石器群の発見に努めたいと考えている。

（畑宏明）

（2）縄文時代早期の遺構、遺物の分布について

今回の調査からは、土擴4個の遺構と土器2,356点およびこれらに伴うと考えられる石鍍、

つまみ付ナイフなどの石器等が検出された。土器はb－2～4類に細分でき、 2 ． 3類（平

底土器群） と4類（尖底土器群註'）では出土量や分布域が大きく異なっている。

1 ）土塘について

前述のごとく、いずれも台地縁にあり、石器制作に関連すると考えられる1個(P-28)

を除き、用途は不明である。このうち、 P-4 ･28は出土遺物からみてb－3類期に属する

と考えられる。

2）土器について

早期に分類される土器群は全体の32％を占めており、前期、中期のものに次ぐ。この中では

おもに、撚糸文が施された尖底土器群が58％と最も多く、平底土器群は29％、他は細分不能の

小破片である。平面および垂直分布では平底土器群と尖底土器群とには差が認められる。前者

は斜面中腹に多く分布しており、台地上における垂直分布ではTa-d,層上面付近から出土

している。一方、後者は台地上に多く分布し、おもにⅡ黒層中位～下位から出土しているが、

その上位からも検出されるケースがみられ、前者に比べ、垂直分布における移動が大きい。台

地上における分布を細かくみると （図48)、平底土器群は基本区画のCライン付近と台地縁辺

部に集まっており、台地縁辺部では3類が多くみられる。一方、尖底土器群は台地縁と台地縁

から20～30m離れた地区に集中している。これらの接合関係をみると、斜面出土のものに5～

10mと離れたものが接合するケースがみられるが、台地上では同一スポット内のものに限られ、

石錘や礫のようにかけ離れたものが接合する例はない。

3）石器等について

この時期に伴うものとしては、 A3類石鍍( 1～18)とつまみ付ナイフの一部(68･71～73)

などがある。このうち、 A3類石鍍では、美沢川遺跡群の2 ･ 3類期と4類期の住居跡出土の
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資料と比較して、柳葉形（ 1～4）、木葉形（5～15)のものが平底土器群に、五角形のもの(16

～18）が尖底土器群に伴うと考えられる。これらの平面分布は、柳葉形のものが斜面に、木葉

形、五角形のものが台地上に多い。台地上に分布するものの垂直分布をみると、木葉形のもの

は下位～中位に、五角形のものは中位に分布する傾向が認められ、土器群の分布とほぼ一致す

る。つまみ付ナイフでは、主剥離面の右側縁に背面からのブランティングを施して身部を薄く

する製作方法によって作られているものがこの時期に伴うものと考えられる。これらは、いず

れも台地上に分布しており、 Ⅱ黒層の中～下位から出土している。美沢川遺跡群では、 これら
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の石器のほかに、 この時期のものとして、虻紋岩を多用した擦り切り石斧や三角柱状の礫の稜

を擦ったすり石などが住居跡に伴って検出されているが、本遺跡からは、 これらの礫石器は出

tしていない。

4）小括

今回の調査で検出された土器、石器等については、美沢川遺跡群のものと大差ないようであ

る。 しかし、台地上から検出された土墳は、 そのあり方や機能について不明な点が多く、今後

この時期の集落や墓のあり方などとともに充分に検討していかなければならない。また、本遺

跡は大規模な集落が発見された美沢1 ･ 2遺跡、美々5遺跡と立地条件が近似しており、集落

が存在する可能性が高い。今後、本遺跡および同様の地形に立地する遺跡を調査する際には、

この存在を想定しておく必要性があろう。

註l b 4類には、吉野遺跡のV群土器、口縁部に微隆起線がめく~り、撚糸文が施され

た平底土器群も含まれているが、今回の調査では、 この種の土器は出土していないこ

とから、 ここでは便宜的に尖底土器群(b-4類） と平底土器群(b-2 ． 3類）

とに区分した。

(3)縄文時代前期の遺構、遺物の分布について

縄文時代前期に属するものには、 14個の士曠と土器3,354点およびこれらに伴うと考えられ

る石鍍、北海道式石冠、石錘などの石器などがある。

1 ）土塘について

いずれも台地上にあり、 その機能については不明である。これらはいずれも楕円形を呈して

いるが、規模、構造、覆土の堆積状態、出土遺物などから4つに分けられる。

①小型で浅い士曠 2個(P-22･29)あり、 H－l北側のb類土器が集中する地区に

分布している。覆土は黒色士を主体として1 ･ 3層に単純に分かれ、上部から石錘、礫な

どがまとまって出土している。

②中型で浅い士擴 2個(P-7 ･ 14) あり台地縁に分布している。覆土は黒色土l

層で、若干いびつな楕円形のものである。 P-14の上部からは、 Ⅱ群b類土器の同一個

体の破片が粉々になった状態で検出された。

③中型の比較的深い土曠本類が最も多く、 8個(P-1 ･ 2 ･ 8･15･32･36･37･40)

が属する。 このうち5個は台地縁に、 3個は台地縁から20～30m離れた地区に分布してい

る。覆土は黒色土を主体に単純に1 ･ 2層に分かれるもので、流れ込みと考えられる遺物

しか出土しない一群である。

④比較的大型の土曠 2個(P-20．27)あり、 H－1の北側のb類土器が集中する地
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区で切り合っている。覆土は①～③のグループとは異なり、 Ta-dl･ d2混じりの土居

が堆積しており、 P-27の曠底には有機質を含む黒色士が薄く認められる。 P－20の北

側曠口付近からは、北海道式石冠石錘、礫が重なり合った状態で検出された。

2）土器について

検出された土器ではこの期に属するものが最も多く、全体の42％を占めている。 これらは、

ほぼ調査区全域に分布しているが、特に、 H－1北側の台地上と調査区西側の斜面上部に集

中している （図50)。垂直分布では、 Ⅱ黒層の中位に最も多く分布しているが、 その上位およ

び下位からも出土しており、 I群b－4類やⅢ群b類土器と明瞭に区別される地点は少ない。

これらはa－2類とb類に細分されるが、 a－2類（中野式土器）は全体の1%にも満たない。

しかも、 これらは同一個体の破片（図29-62）で、台地縁からまとまって出土したものである。

b類は、前述のごとく、植苗・大麻V式(A･B類） と円筒下層式(C類） に細分される。

植苗・大麻V式土器の中では明瞭に型式区分できなかったが、胎土に砂礫を若干含み、地文が

はっきりと施文されたもの(A類）とA類より砂礫を多く含む胎土で、地文がはっきりしな

いもの(B類）がみられる。 b類の中で、 この3種に分類されるものは、全体の28%しかなく、

72％は細分不能の細片または小破片である。細分できたものでは、 A類24％、 B類74％、 C

類2％の割合で、 B類が最も多い。 これらの分布では、 B類がH－1北側に、 A･ C類が

台地縁に集中する傾向が認められ、同一個体の破片がまとまるスポットが、 A類では台地縁

に2か所、 B類では台地縁に2か所、 H－l北側に3か所ある （図51)。

A・B類では、胎土や地文の現れ方に違いが認められるほか、 口縁部に貼付される幅広の

隆帯をもつもの（65～67）がB類にないことや内面に縄文が施される率がA類に多いなどの

差がある。 しかし、地文の原体や施文法に大きな差は認められない。

3）石器等について

この時期に伴うと考えられるものには、石錐、北海道式石冠、石錘などがある。また、本遺

跡の特徴とも言える、多量に検出された片麻岩の偏平礫もこの時期に伴うものと考えられる。

石鍍では、 a－2類に伴って出土する三角形錐(A4類19～25)が本遺跡からも検出され

た。 これらは、基部が内湾する黒曜石製のもので、多くは斜面下部から出土している。

北海道式石冠や石錘は、石器群の中で最も多量に検出されたものであるが、いずれも破損品

または小破片が90％前後を占めており、完形品の出現頻度は極めて少ない。 しかし、個体の出

土量を復元しても、他の石器より出土頻度は高いものと思われる。 これらは、いずれも台地上

に多く分布しており、おもにⅡ黒層の中位～下位から出土している。このうち、石錘は、 Ⅱ群

b類土器の分布と同様に、台地縁とH－1北側に集中している。石錘の中には、複数が重な

り合った状態でlか所から検出されたものもあり、 これらはセットとして使用されたものであ

ろう。また、破損品および小破片のものは、 ほとんどが火熱を受けている。接合関係では、両
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図50縄文前期の土器分布頻度
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者共に、かけ離れたものが接合するケースがみられ、破片の移動が土器や他の石器に比べ大き

い（図52)。石材には、石冠では砂岩、安山岩、花崗岩が用いられているが、 このうちでは、

砂岩が最も多い。一方、石錘では100%に近い状態で片麻岩が用いられている。

これらの石器のほかには、 P-20･22から出土した定形的なスクレイパーや石槍またはナ

イフ、つまみ付ナイフ、擦り切り石斧、台石・石皿の一部に、 この期のものが含まれていると

考えられる。また、江別市大麻6遺跡の同時期の住居跡からも多量に検出されている掌大程度

の焼成粘土塊が目をひく。 これらは、黄褐色を呈し、焼成温度が低いためか非常にもろいもの

である。 しかし、美々5遺跡からこの時期のものと考えられる足形付土版が出土していること

から、 これらの表面をていねいに観察したが、整形のさいの指跡と思われるもの以外は認めら
れなかった。

このほか、本遺跡からは多量の礫片が検出されており、ほとんどが火熱を受けている。 この

うち、 35％は石錘の石材として用いられている片麻岩の転礫で、台地縁に濃密に分布している

（図54)。これらについてもこの時期に属するものであろう。片麻岩以外の礫では、泥岩、砂岩、
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安山岩などがみられ、片麻岩の礫を含めて、 50m以上離れたものが接合する例が多数みられ

石錘や石冠と同じような状態を示している。 （図53）

(4)縄文時代中期の遺構、遺物の分布について

この時期に属するものは、住居跡5軒、土壌9個の遺構と2,636点の土器およびこれらに伴

うと考えられる石器等である。

1 ）遺構について

前述のごとく、い~ずれも台地上に分布している。住居跡はⅢ群b－2類期と考えられるも

ので、長径11mほどの卵形をした大型住居1軒と楕円形の中型住居2軒、小型の円形住居2軒

からなる。これらの住居跡が同時期の所産と考えられるにもかかわらず、規模や構造に差が認

められるのは、時間差はいうまでもなく、文化伝播の違いや集落内における構造物の機能など

に起因するものであろう。土擴は大部分が円形

を呈し、比較的浅いものばかりで、用途につい

てはいずれも不明である。
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2）土器について

この時期に属する土器は、全体の31％を占め、

a類とb－1～3類に細分される。 このうち

55％がb－2類で、 a類、 b-1 ･ 3類はそ

れぞれ1%ほどしか出土しておらず、他は細分

不能の破片である。これらは、おもに台地上か

ら検出されており、台地縁から10～20mほど離

れた地区の調査区中央部に集中している(図55)。

垂直分布では、 Ⅱ黒居の上位から出土するもの

が多いが、その下位から出土しているものもあ

り、 Ⅱ群土器と明瞭には区分できない。

’ ‘ド
8

ﾄ1

3）石器等について

この時期に伴うと考えられる石器群には、 A

7類石鎌の一部や砂岩製の多面砥石などが考え

られるが、美沢川遺跡群においてもこの時期の

石器組成は、 あまり明らかではなく、今回の資

料の中でも明確にはできなかった。

（野中－宏）
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つ

図55縄文中期の土器分布頻度
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写真図版





図版1

△①遠景（北東から）

「

蕊溌瀧遣跡蕊調謹

－調査前風景一

③近景（平担部：北から）▽

…寧

蕊鍵蕊灘 鱗蕊齢､F,黙淡

鍵
△②近景（斜面部：南から）
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図版2 調査風景と調査後の風景

②平担部調査風景（南から）△△①斜面部調査風景（北から）

△④斜面上部（北から） ⑤斜面下部（北から）△
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遺構と遺物 図版3
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図版4 図版4住居跡(2トH-1覆土の遺物一
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住居跡(3) 図版5
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住居跡(4) 一火災住居跡(H-2･ 5)-図版6
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図版7

輔伊哉獄l

凄制蕊聯~

勺霧霧~ ~ ~ 瀞
懲擬勘蕊縛溌灘鮮鷺瀞灘識&獺辮繍撚辮難鱗驚凝螺鱗蕊醗蕊秘覺溌；瀧懲尉燕:津鑪蕊蕊

△上：⑤H－5調査風景

下：⑦H－5の遺物

⑥H－5炭化材出土状況△

霧 欝
墨篭~ ~
蝋鱗~ ~

ﾄ 可

住居跡(5)

－火災住居跡とその他の住居跡(H-3 ． 4)-

鵜
辮癖器熟嬢 蟻拳撫#ﾎ誇葡

灘翰埠

~
鴬

癖鶴

鱗
霧

△③H－4 △⑨H－3 ⑩H－4の遺物△

113



図版8

△①土塘群（北東から）
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△②P-26遺物出土状況
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図版9
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左：②土器片
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図版10 土塘(3)
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④P-28の遺物
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図版11土塘(4)

篝
燕
蝿

悪鯨蝋

霧 臘懸

謡蕊

蕊

鰯 癖鑑譲
灘

憩識灘譲 蕊綴熱蕊
鐸蟻駕

① 2 ③

鶴
欝 灘懲灘 篭~聯~：

④ ⑤

鶴¥鱗;繊篭灘綴蕊

識
(東から)、
(西から）

(北から）

/6P_28遺物出土状況
②P-29遺物出土状況

③P-36遺物出土状況

④P-29の遺物

⑤P-36．39の遺物

⑥P-42遺物出土状況

､gP-42の遺物

癖

#；
蝿蹄~ ~

霧

(北東から）

／

⑥ ⑦

117



図版12
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図版13
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図版14 土壌(7)
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図版15

△①P-7 (東から） △②P－9 (北西から） ③P-11 (北から）△
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図版16

△①斜面上部のTピット群（北西から）

蕊蟻蕊雛

②斜面下部のTピット （北から）
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図版17

一
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図版18
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図版19
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図版20
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図版21
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包含層の遺物一石器等('岸図版22
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石器等(2) 図版23
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図版24 石器等(3)
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石器等(4) 図版25
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~
石器等(5)図版26

②J類石器△
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石器等(6) 図版27
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図版28 石器等(7)
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石器等(8) 図版29
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図版30 石器等(9)
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石器等Io) 図版31
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図版32 石器割1）

礫片接合資料（片磨岩接合資料）
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石器等(12） 図版33
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図版34

②調査後の風景△
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図版35
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美沢11遺跡の調査Ⅱ





Ⅱ美沢11遺跡の調査

1 概要

美沢11遺跡は、美沢10遺跡の対岸にあり、標高25mほどの台地上からペンケナイ川に向かう

舌状地の斜面にかけて立地している。遺跡は付替道路用地内だけで8,040㎡にのぼり、周辺の

地形から判断すると、 さらに広がりをもつものと考えられる。

本年度の調査は、用地内のうち、工事が急がれる斜面部分1,570㎡について実施した。調査

は当初、 Ⅱ黒層が主な対象であったが、 Ta-c眉を人力で除去している時点で、 I黒層の遺

構が発見されたことから、 これらをⅡ黒居の発掘に先立って調査した。また、 Ⅲ黒層、 ローム

質粘土層については、台地上の平坦地を調査する次年度以降にまとめて実施することにした。

I黒層からは16個の士擴とその覆土中から71点の土器、石器等が検出された。 これらは調査

区中央付近に集中して分布する傾向がみられる。このうちの1個は続縄文期の土曠墓(P-10)

と考えられる。土壌は大きく、深い楕円形を呈し、苫小牧市ダフ°コプ遺跡で発見された後北

C2 ･ D式土器を伴う大型の土曠墓に近似している。

その他の土曠は、いずれも用途不明で、時期を特定できたものも1個だけである (P-12) (

P-12は、覆土下部から大洞A式土器とタンネトウL式に類する土器の大型破片が一緒に投

棄されたと考えられる状態で検出されている。このほかに、遺物力f出土した士擴は2個(P

－1 ． 2）あるが、いずれも時期を特定するまでには至らなかった。

Ⅱ黒居からは、住居跡6軒、土擴10個、柱穴様ピット9個、焼土3か所の遺構とともに縄文

早期～晩期の土器、石器等3,033点が検出された。

住居跡は、調査区中央部の尾根上に4軒、調査区北東隅の一段低いテラス部分に2軒検出さ

れた。尾根上にあるものは縄文前期(H-1～4)に属する。 H－1は外形が五角形、内形

が隅丸方形を呈し、北側に一段高い床面を有した非常に深い住居跡である。 H－2～4は、

H－lを取りまくように分布しており、いずれも隅丸長方形のものである。一段低いテラス

部分から検出されたものは、切り合っており、 H－6の方が新しい。 しかし、両者ともに竪

穴の一部が調査区外に及んでいるため構造などを明らかにすることはできなかった。

10個の土曠のうち6個は調査区北東隅の斜面および一段低いテラスに分布している。縄文晩

期末葉に属するもの(P-101) と前期に属するもの(P-110)を除けば、 いずれも時期・

用途は不明である。平面形は円形のもの(P-101 ･ 106) と楕円形のものがある。

柱穴様ピットは、調査区北東隅のP-108周辺にあるが、時期・用途ともに不明である。

焼土は、 H－1上部のⅡ黒層上面にlか所、 H－5 ． 6の覆土中に2か所ある。焼土には
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わずかに炭化物や焼骨片が混じっている。また、 H－l上部の焼士周辺からは、 V群C類土

器に伴うとされるタイプ。の有茎石鎌が多量に検出されている。

3,033点検出された遺物のうち、土器は早期から晩期末にかけてのものが1,734点出土した。

このうち、 Ⅱ群a 2類、 Ⅲ群V群C類が主体を占めており、石器等についてもこれらに

伴うものが多いと考えられる。 Ⅱ群a－2類は、北東部の斜面に集中している。遺構出土のも

のを含めてみると、ほとんどが中野式であるが、春日町式に類似した土器片も出土している。

Ⅲ群およびV群C類土器は、包含層出土のものが多く、 ほぼ調査区全域から出土している。

石器等では、 1,299点出土したうち954点が剥片・礫・礫片である。石器の中では、石鐡、石

斧、石錘の出土頻度が高いが、石斧、石錘はほとんどが破損品または破片である。石鍼は、形

態からみて早期、前期、晩期に属するもの
表23遺構一覧

がある。美沢10遺跡の石器組成と比較する

と、スクレイパー、たたき石、すり石の出

現頻度が極端に低い点は共通しているが、
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2 1黒層の遺構と遺物

16個検出された土壌のうち、 1個は続縄文期の土擴墓と考えられる。他は、覆土が自然堆積

の状態を示しており、用途についても不明である。これらの土擴内から出土した遺物は、いず

れも投棄されたかまたは流れ込みによるもので、掘り込みの際にⅡ黒居から引き上げられたも

のもある。

1 ）土墳墓

P-10 (図56)
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調査区西寄りの尾根上で検出された。覆土の堆積状態から墓と考えられ、南側壁付近の上部

からは、同一個体の後北Cl式土器片が出土した（図中●印)。他にV群C類土器片7点、黒

曜石の剥片2点、礫片1点が検出されたが、人骨や副葬品はない。

位置G7-35 平面形楕円形

規模2．00×1．53/1.30×1. 14/0.8 長軸方向N-81o－W

覆土 l 黒色(I黒) 2 黄褐色(C])

3 暗茶褐色（黒色土>C2) 4 暗褐色（黒色土+d2風化層）

5 暗褐色（黒色土十d2>C) 6 暗茶褐色（黒色士+d2)

7 黒褐色（黒色粘質士+d2) 8 暗褐色（黒色土>C,+d2)

9 黒褐色（黒色土+d2) 10黒褐色（黒色土>d2)

11 暗赤褐色士（黒色士>d2パミス) 12暗褐色（黒色土>d､C1)

P一
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図57 P-10と遺物
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13暗褐色（黒色土>d2パミス) 14暗褐色（黒色土>C])

15黒褐色（黒色士+C>d2) 16 暗茶褐色土（黒色士+d2、粘性あり）

17黒色（有機質）

遺物（1 ） 2個1対の小突起が付され、口唇には刻みが巡る。口縁から胴上部にかけては

ほぼ等間隔に6本の微隆起線が横走し、その間に段違いの山形微降起線が施文されており、結

果として連続する菱形文を描き出している。突起下部の山形文は2条を単位として構成されて

いる。この菱形文の中にはRLの帯縄文が施文され、三角列点文もみられる。

2）その他の土塘

P-1 (図57)

位置G7-52 ． 53 平面形楕円形

規模0.77×0.73/0.38×0.30/0.38 長軸方向N-72o－W

覆土 1 黄白色(C,) 2 黒褐色（黒色土>C2)

3 茶褐色(C2>黒色土) 4 暗茶褐色(d2>黒色土）

5 暗褐色（黒色土>d2)

P-2 (図58)

北側に隣接してP－3があり、上部では切り合っていたものであろう。

位置G7-43･ 53 平面形楕円形

規模1.23×1.09/1.09×0.90/0.41 長軸方向N－3 ° W

覆土 l 黒色（黒色士>>C,) 2 黄褐色(C,)

3 黒褐色(C,>黒色士) 4 黒色（黒色士+C,)

5 黄褐色(C,)

遺物（図58－1～3） 1はⅢ群b類で結束第1種のLRの斜行縄文が施されている。 2

は黒曜石製の無茎石錐、 3はかえしが明瞭な黒曜石製の石槍である。形態からみてⅡ黒層から

引き上げられたものであろう。

P-3 (図58)

位置G7-43･44 平面形楕円形

規模0．51×0.38/0.38×0.27/0.11 長軸方向N-61o－E

覆土 l 黒褐色(C,十黒色士）

P-4 (図58)

位置G7-64 平面形不整楕円形

規模0．70×0.66／0.66×0.56／0．16 長軸方向N-45o－W

覆土 l 暗褐色(c,>黒色士）

P-5 (図58)

位置G7-62 平面形円形

規模0.60×0.59/0.37×0:36/0.31
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覆土 1 黄色(c,) 2 暗褐色（黒色士+c2)

3 黒褐色（黒色土>d2) 4 黄白色(c,)

5 暗褐色（黒色土>d2) 6 黒褐色（黒色土>d2、やや粘性あり）

P-6 (図59)

位置G7-53 平面形楕円形

規模0.63×0.52/0.51×0.36/0． 13 長軸方向N-35o－E

P-7 (図59)

東側壁はⅡ黒層の風倒木痕を切っており、南側が一段高い底面をもつ二重構造である。

位置G7-43 平面形円形

規模0.83×0.64/0.43×0.41/0．23 長軸方向N－8．－W(確認面）

P-8 (図59)

位置G7-37 平面形楕円形

規模1.07×1.05/0.75×0.57/0.30 長軸方向N-46o－W

覆土 1 榿褐色(d2) 2 暗茶褐色(C2>黒色土）

3 黒褐色（黒色土>c2) 4 暗褐色(C2+黒色土）

5 黒褐色（黒色土>c2) 6 暗黄灰色(c)

7 暗茶褐色(d2>黒色土）

P－9 （図59）

曠底中央部に0. 19×0. 18m、深さ0. 1mの柱穴様ピットが検出された。

位置G7-38 平面形不整円形

規模0.74×0.57/0.47×0.46/0.37

覆土 l 暗茶褐色（黒色士>c) 2 褐色(c)

3 茶褐色（黒色土>c) 4 暗茶褐色（黒色土>d,)

5 黒褐色（黒色土>d,)

P-11 (図60)

位置G7-44･45 平面形楕円形

規模0．92×0.87／0.69×0.62/0．31 長軸方向N-11.5．－E

覆土 1 黄褐色(C2>I黒) 2 黒褐色(I黒>c,>d2)

3 黄褐色(c]>I黒) 4 黒色(I黒十Ⅱ黒>c,>d2)

5 黒色（Ⅱ黒>>c,+d2)

P-12 (図60)

曠底付近から、大洞A式の深鉢片(図中●印）とタンネトウL式の深鉢片（○）が重なり合っ

て出土した。 しかし本土曠に伴うものではなく、共に投棄されたと考えられる。

位置G7-54 平面形円形

規模0．46×0.46/0.26×0.24/0.21
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覆土 1 淡黄褐色(c,) 2 黒褐色（黒色土>c,)

3 暗褐色（黒色土+c,) 4 淡黄褐色(c,)

遺物（ 1 ． 2) 1は工字文が描かれた深鉢で、全体の％ほどの破片から器形を推定復元し

たものである。器壁は薄く、胎土には砂礫の混入が少ない。焼成は非常によく、器内外面の色

調は茶褐色～黒褐色を呈しており、炭化物の付着は認められない。地文はRLの斜行縄文で

ある。 2はタンネトウL式に類する深鉢で、 口縁から胴上半部にかけての％ほどの破片から

器形を推定復元した。胎土には1よりも砂礫を多く含み、体部の色調は黄褐色～黒色を呈して

いる。また、内面には煮炊きによると思われるすすが付着している。口縁部の文様帯には、 9

~10本を単位としてランダムに引かれた櫛引き様の細線の上に、波形の幅広の沈線文を縦横に

描いている。地文はRLの原体を横位または縦位に回転させた斜行縄文である。

P-13 (図60)

位置G7-52 平面形円形

規模0．69×0.68/0.46×0.43

覆土 l 黒褐色(c]十Ⅱ黒>d2) 2 黒色（Ⅱ黒>c,)

3 黄褐色(c,) 4 黒色（Ⅱ黒>d,)

P-14 (図61)

位置G7-63 平面形楕円形

規模0.98×0,87／0.85×0.78/0.45 長軸方向N-13o W

覆土 l 茶褐色(I黒+c) 2 黒褐色(I黒>c)

3 褐色(c,) 4 暗茶褐色（黒色土>c)

5 暗黒褐色（黒色土>c) 6 暗褐色(c>黒色土）

7 褐色(c,) 8 黒褐色（黒色土>c)

P-15． 16 (図61)

両者は切り合っているが、風倒木痕によって壊されているため、新旧関係は不明である。

P-15

南側壁付近がP-16と風倒木痕と重複しており、 この付近の壁は確認できなかった。

位置F7-29 平面形不整楕円形

規模 （0.90)×0.77/(0.73)×0.58/0.53 長軸方向N－9．5．－E

覆土黒色土を主体としてTa-c層が混在している。

P－16

擴底部を北側壁の一部を把えただけで、他は不明である。

位置F7-29 平面形楕円形

規模 (0.50×0.47)/(0.26)×0. 18/0.43 長軸方向N－6o－W

覆土P-15と同様である。

（野中一宏）
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表25土塘一覧
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表26土壌別出土遺物一覧 表27土塘の掲載実測土器一覧

’
上 器 石 器 等

遺

番

構

号

Ⅲ I 群、 0群 X 三 1

画’
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3
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1 1

3 1 1
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周
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叫
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表28土塘の掲載拓影土器一覧

２

－覆土

表29土塘の掲載石器等一覧

写 真
図版番号

重さ

（9）
図番号 遺構番号 勺 称口 分類 tきさ(cm) 材質 層位 備考

(0.4) |Obs. 覆土’-
12510bs. " -

２

２
~~
Ｐ

Ｐ

２

３
~~

８５ 石

等惜
(1 .4）×1．2×0．3

石槍またはナイフ 7，4×3．5×0．8
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3 Ⅱ黒層の遺構と遺物

Ⅱ黒層からは、住居跡6軒、土曠10個、柱穴様ピット9個、焼土3か所の遺構とともに

3,033点の土器および石器等が検出された。

(1) 遺構
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1 ）住居跡

6軒の住居跡のうち、 4軒は尾根上に分布しており、他の2軒は調査区北東隅の一段低いテ

ラス部分で切り合って発見された。

H－1は、確認面の平面形は五角形であるが、北側に一段高いベンチが設けられているため、

床面では隅丸長方形を呈している。床面の形状からみても縄文前期のものと考えられる。炉跡

はなく、壁柱穴が確認されている。伴出遺物はないが、流れ込みと考えられるI群b－4類

土器片が床面直上層から出土した。また、覆土中の遺物分布をみると、 この住居が放棄された

あとには、縄文前期（中野式期)、中期中葉～後葉、晩期末葉（タンネトウL式）の3期にわ

たって埋まりきらないくぼ地を利用していることが判明した。

H-2 ･ 3 ･ 4は、平面形がいずれも隅丸長方形のもので、 H－4は若干胴張りのもので

ある。規模は長軸が2.5～3mの小型～中型のもので、炉・柱穴は確認されていない。伴出遺

物は非常に少ないが、 H－3の床面から無茎の石鍍が検出されている。

H-5 ． 6は、竪穴の一部が調査区外に及んでいることもあり、時期、構造ともにはっき

りとしなかった。両者の新旧関係はH－6が新しい。 H－5は、確認できた壁の状況から隅

丸方形である可能性が高く、前期に属するものかもしれない。 H－6は、壁の一部を検出し

ただけである。調査区の境界付近から、わずかに炭化物と焼骨を含んだ焼土が検出された。柱

穴は9個検出されたが、配列もはっきりせず、いずれに伴うものか不明である。 （野中一宏）

H-1 (図63．64)

調査区中央部の尾根上に位置する。 Ⅱ黒居の上面では皿状の浅いくぼみとして確認された。

くぼみの部分の土は黒色土で、 その周囲の土はⅡ黒とTa d,、 Ta-d2が混じることから

およそのプランを想定して調査を進めた、調査の結果、北東側に幅70cmの広いテラスがあり2

段の構造をもつことが確認された。外形は五角形で、床面は隅丸長方形である。床面の西側半

分は支笏軽石流堆積物(Spfl ) を、東側半分はTa d2を掘り込んでつくられている。炉跡

はない。柱穴は床面の長軸上に3個、西壁から南壁にかけて6個、住居跡の外周の東側に1個

の計10個が確認されている。壁の立ち上がりは、東壁がゆるやかなほかはすべて急である。住

居跡の南西隅に柱穴とは異なる丸く掘りこまれた部分がある。

時期は、床面からI群b－4類の土器片が3点出土しているが、美々5遺跡で検出された

Ⅱ群a－2類の住居跡(AH-3)に、 その規模、平面形（底面)、柱穴の配置について類似

性があり、 この時期のものと思われる。

覆土中に2枚の黒色士（ 5層、 6層）の堆積が確認された。下の6層からはⅡ群a－2類の

尖底深鉢（図64-1)、前期の土器片、無茎の石錬が出土し、上の5層からはⅢ群b類の土器

片が出土している。この2枚の面においても改めて住居跡として再利用されていた可能性もあ

るが、それに伴う炉跡、柱穴、あるいは床面などは確認されなかった。

遺物は床面からI群b－4類の土器片が3点とつまみナイフが1点出土している。覆土か

らは、土器が464点、石器等が123点出土している。土器はⅡ群a－2類が最も多く、ついでⅢ
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群b類、 I群b－4類の順である。石器は無茎と有茎の石鑛つまみ付ナイフ、スクレイパー

などが出土している。

なお、 H-1の調査中に、 6層中でP-105が、 8層上面でP-104が確認されている。

位置G7-43．44･ 53． 54 平面形五角形（確認面) 、隅丸長方形（底面）

規模5.00×4.84/4.05×2.80/1.28 N-75o－W

覆土 l 黒色(IB) 2 暗褐色(d,)

3 黒褐色(IB>d2) 4 暗茶褐色(IB>d2)

5 黒色(IB) 6 黒色(UB>d2)

7 暗茶褐色（ⅡB+d2) 8 暗黄褐色(EnL+d2)

9 榿色(d2) 10黄褐色(EnL>d2)

11 暗榿色(d2>EnL) 12黒褐色(IB>d2)

13榿色(d2) 14暗黄褐色(EnL+d2)

15暗榿色(d2>EnL) 16黒色(IB)

HP-1 1 榿褐色(d2>HB)

遺物（図64) 1は住居跡西側でまとまって出土したⅡ群a－2類の尖底深鉢である。胴部

の破片は脆く細片となっているため接合することができず、図上で復元した。口唇は平縁で、

ナデ調整によって口唇の両側に粘土がはみ出している。器形は口縁部から底部にかけてすぼま

り、底部は丸くなっている。口縁部から底部までLRの斜縄文が浅く施文されている。口縁

部には補修孔が5か所穿たれている。 2はI群b－3類の、 3～5はI群b－4類の胴部破

片である。 3～5の裏面はいずれも黒色をしており、炭化物が付着している。裏面の調整も良

好に行なわれており、 その痕が線状になって認められる （図64－3）。 6 ． 7はⅡ群a－2類

の胴部破片で、 LRの斜縄文が施されている。 7は施文が浅く、胎土中に繊維混入の痕が認

められる。 8はⅢ群b－3類の胴部破片である。表面は赤褐色をしており、胎土に白っぽい

砂を多量に含んでいる。土器破片の中央部には横位の無文帯があり、その上下には斜縄文と棒

状工具による横位の押し引きが施されている。 9はⅢ群b類の胴部破片である。表は赤褐色

をしており、 LRの斜縄文が浅く施文されている。 10はⅣ群a類の胴部破片で、横位の貼付

帯と羽状縄文が施されている。 1lはV群c類の口縁部破片で、無文である。 12は北側の床面よ

り出土したつまみ付ナイフである。背面の両側縁のみを加工したもので、左下縁部を大きく欠

損している。 13～31まで覆土出土の石器である。 13～15は無茎の石鎌で覆土6層より出土して

おり、前期の土器に共伴するものである。 16～26は有茎の石鎌で覆土1層より出土している。

この中で､－16･18･26のように腹面に一次剥離面を大きく残したものは晩期に特長的なもので

ある。 27は石槍の基部破片である。 28は石錐で、尖頭部を欠損している。 29は背面のほぼ全面

と腹面の右側縁から下端部にかけ加工が施されたつまみ付ナイフである。 31は背面の両側縁を

加工したスクレイパーである。石器の素材は29 . 31が頁岩でこのほかはすべて黒曜石である。

（佐川俊一）
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H-2 (図65)

縄文前期に属する住居跡のうち、尾根上の最も高い位置に作られている。平面形は、西側壁

が若干膨らむ隅丸長方形で、長軸が等高線に沿っている。床面は平坦で、柔かく、壁は南半部

（斜面下位）がゆるやかに立ち上がる。覆土は、黒色土を多く含む土層とTa-d2を多く含

む土居とに大きく二分され、互層をなしている。また、各土居ともに保水率が高い。炉跡や柱

穴はない。土器、石器等の人工遺物は全く検出されず、北側壁付近の覆土下部から炭化物力§検

出されただけである。

位置G7-44．45 平面形隅丸長方形

規模2．82×2,47／2.54×2. 15/0.81 長軸方向N－0 ．－W
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覆土 1 暗褐色(d2+Ⅱ黒十d]) 2 黒色（Ⅱ黒>d,)

3 暗榿褐色(d2>d,>Ⅱ黒) 4 黒褐色（Ⅱ黒十d2パミス）

5 暗褐色(dl>d2) 6 暗榿褐色(d2+d1>Ⅱ黒）

7 櫃褐色(d2) 8 黒色（Ⅱ黒>d,)

9 榿褐色(d2) (野中一宏）

H-3 (図66)

H－1北東方向1.5mほどの尾根の縁に作られており、長軸方向はH－2同様に等高線に

沿っている。床面は平坦で柔かく、壁は比較的ゆるやかに立ち上がる。炉跡や柱穴はない。覆

土はH－2同様、黒色土を主体とする土居とTa d2を主体とする土居に大きく二分され、

床面直上には厚さ1OCmほどの暗黒褐色土が一面に堆積している。床面からはⅡ群a－2類土器

片2点とA4類5点、 D類2点の石器が出土した( 1 ･ 3～9 )。 これらは、床面南西部に

集中して分布している （遺構平面図中のマーク)。覆土からは、 28点の遺物が出土した。 これ

らは中央部から東側にかけて多く分布し （分布図)、 ほとんどが覆土l～3層に含まれている。

位置G7-54． 64 平面形隅丸長方形

規模3．03×2.77／2.26×2.03/1.03 長軸方向N-15o－E

覆土 l 黒色（Ⅱ黒） 2 榿褐色(d2>>Ⅱ黒）

3 黒褐色（Ⅱ黒>d2) 4 暗榿褐色(d2>Ⅱ黒）

5 燈褐色(d2) 6 暗黒褐色（Ⅱ黒>d2)

遺物床面 1はⅡ群a－2類胴部破片で、胎土に砂礫と繊維を多く含む。体部の色調は暗

褐色で、節が細長いRL･LRの原体を交互に横転させた羽状縄文が施されている。 3～7

は4類の石鍍で、基部が平坦なもの（3 ． 4） と若干内湾するもの（ 5～7）がある。石材は

いずれも黒曜石で、一側縁が湾曲した左右非対象のものである。 8 ． 9はD類で、 ともに頁

岩が用いられている。 8は比較物薄手の素材を用い、背面の周囲と腹面のつまみ部に入念な二

次加工を施したもので、腹面の側縁にも断続的に細かい剥離がみられる。 9は刃部下端が平坦

なもので、背面全面に二次加工が施されている。また、左側縁と右側縁下部に非常に細かい剥

離が認められる。

覆土 2は、 Ⅱ群a－2類の口縁部破片。口唇の断面形はU字形で、内面に炭化物が付着

している。胎土には繊維を含むが、砂礫の混入はない。体部の色調は褐色で、 LRの比較的

細い斜行縄文が施されているが、回転圧が弱いせいか、判然としない。 10は黒曜石製のC類で

つまみ付ナイフの刃部を再加工したも･のである。 llは肉厚の頁岩製素材を用いたD類で、背

面には入念な二次加工が全面に施されており、腹面にもつまみ部と側縁の一部に簡単な二次加

工がみられる。 （野中一宏）

H-4 (図67)

縄文前期に属する住居跡のうち、最も低い位置に作られており、分布調査時に確認されたも

のである。平面形は、胴張りの隅丸方形で、長軸方向はH-2 ･ 3同様に等高線に沿っている
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図67 H-4と遺物

床面は非常に硬くしまっており、壁は急角度で立ち上がる。柱穴や炉跡はない。覆土はそれぞ

れ黒色士とTa-d2を主体とする土居に分化でき、床面直上には黒色土が一面に薄く堆積し

ている。床面から検出された遺物はなく、覆土からI群b－4類1点、 Ⅱ群a－2類4点の

土器片とB類1点の石器が出土しただけである。

位置G7-41 平面形隅丸方形

規模一×2. 13/－×1.78/0.60 長軸方向N-75o－W

覆土 1 黒色（Ⅱ黒>d2パミス) 2 暗褐色(d,>d2)

3 暗榿褐色(d2>Ⅱ黒) 4 暗榿褐色(d｣>d2)

5 黒褐色（Ⅱ黒+d2) 6 榿褐色(d2)

7 黒色（Ⅱ黒+d])
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’

遺物 lはI群b 4類胴部破片で、胎土I

地文はRの撚糸文である。 2はⅡ群a－2類

量に混入しており、繊維の量は少ない。体部

施されている。 3は頁岩製のB2類。左右非

胎土に

体部

施されている。 3は頁岩製のB2類。左右非

体部の色調は明暗褐色を呈し、

土には石英を多く含む砂礫が多

～黒褐色で、 LRの斜行縄文が

細砂粒を含む，

の胴部破片。胎

の色調 は暗褐色

対象で、

られる。 （野中一宏）

H-5 ･ 6 (図68)

背面の側縁に非常に細かい剥離が認め

調査区北東隅の一段低いテラ

全体の％を検出できたに過ぎず、

すると隅丸長方形を呈する可能

'テラ スに付置す~る。両者の新旧関係はH－6が新しい。 H－5は、

伴出遺物や柱穴、炉跡はない。南西部のコーナーの形状から

性がある。 H－6は、西側壁の一部を確認できただけで、 フ

ランは不明である。調査区外との境界付近から焼骨片と炭化物を含む地床炉が検出された。柱

穴は9個確認されたが、配列が不規則で、 H－5と重複する部分から検出されたものはどち

柱

らに伴うものかわからなかった。

覆土 1 褐色（Ⅱ黒+d2， H－6覆土）

2 黒色（Ⅱ黒、 H－6覆土）

5 茶褐色(d2+Ⅲ黒、 H－6覆土）

7 黒色（Ⅱ黒、 H－6覆土）

9 暗茶褐色(d2+Ⅱ黒、 H－5覆土）

2 暗褐色（Ⅱ黒>d2， H－6覆土）

4 榿褐色(d2>Ⅱ黒、 H－6覆土）

6 榿褐色(d,、 H－6覆土）

8 黒褐色（Ⅱ黒>d2、 H－5覆土）

10 明榿褐色(d2>Ⅱ黒、 H－5覆土）

遺物 3 ． 7はH－5覆土、 5 ･ 11はH－6覆土出土のもので他は不明である。 1～4は

Ⅲ群a－2類で、斜行または横位、縦位の羽状縄文が施されている。 5はⅢ群b類で、結束

第1種の羽状縄文が施され、内面や底面はていねいに研磨されている。 6は黒曜石製のB3類、

7 ． 8は頁岩製のD類である。 7は一側縁にのみ二次加工が施されただけ、 8は片面全面加

工のものである。 9 ･ 10は安'｣|岩、砂岩のI類、 11は片麻岩製のN類。 （野中一宏）

表30住居跡一覧

規 模(m)

確認面 底 面 ｜最大深
備 考長軸方向名称 位 置 平 面 形

１

２

３

４

５

６

Ｈ 確認面
底面
五角形
隅丸長方形

N－75．－Ⅵ5. (〕()×4．84 4．05×2．80 1．28G7－43．44．53．54

隅丸長方形 Ｗ

Ｅ

Ｗ

非
覗
非
一
一

Ｎ

Ｎ

Ｎ

咽
一
皿

吋
一
睡
一
岬

７

７

３

４

７

１

畢
岬
弐
一

2．54×2． 15

2．26×2．03

迦
認
訓
乖
流

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｃ

Ｇ

７

７

７

７

７

幅

Ｍ

－×］ 、78

二
H 6に切られる

H－5を切る

師
一
部
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表31 住居跡出土遺物一覧
笠
、』器器土 b

1群 I群Ⅲ群 Ⅳ群V群Ⅵ群 xWV0群
A C F
B－ DE－ G J N

a c lal･2 4 7 - 1 - - 2 - 0 1

1

1 4 68 5 11 1 2 1 1 3 1 2 1 3 24

5 2

1 16 1 1 1 3

Ｉ

0群

ハー）『

’Ｆ

祠Ａ

1

I

､F
11遺構

番号

４

１

５

４

１

５

３

３

Ⅲ

ｂ

’

３

３

３

２

１

１

ａ

戸

０

Ｐ

０

屯
ｌ
上

屯
Ｉ
１

Ｉ

ｂ

５

呪

Ⅳ

ａ

２

別

２

４

５

岨

柵

３

４

３

塊

妬

Ｉ

ｂ

ｌ

ｑ

Ｊ

１

１

床

謎

床

謎

床

謎

床

麹

位層

．

＋

ｌ

二

言

Ｐ

層位
Ｕ
－
ｎ
Ｊ

a

ユ『

同1

４

卿
H－l

９
｜
錦

H－3

H－4
７

４

９

５

８

６

１

Ⅲ

弼

４

７

５

５

１

H－5

’2
， 7 胎片 器Ih１１０１

２

６
８１４１

表32住居跡の掲載実測土器一覧

”類罷
Ⅱa-2 (:

分類

Ⅱa－2 (2

大
一
高

き さ(cm)

ゴ 径 底口 径

写 真
図版番号

老層 位 備名 利遺構番号図番号

(19.5）

径

| （'9~5）64－164－1 －②覆土尖底深鉢 8．0）H－l

表33住居跡の掲載拓影土器一覧

写 真
図版番号

写 真
図版番号

図番号● 層位 備考遺構番号 分類 部位 層位 備考 遺構番号 部位分類図番号

１

２

１

２

１

２

３

~
~
~

~

６

７

８

６

６

６

床
証
一
〃
｜
〃

〃
｜
〃
｜
〃

〃

Ha-2 7－①
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

胴
一
〃

〃
｜
〃

〃
｜
〃
｜
〃
｜
少
｜
口
一
胴

覆土

〃

〃

5－③
〃

３

３

４

４

５

５

５

~

~

~
~
~

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

胴
一
口
一
胴

〃
｜
口
一
胴

〃

〃

肥
一
出
一
〃
｜
〃

昭
一
〃
｜
脂
一
肌

昨
一
Ｗ

１

Ｊ

－

１

１

Ｌ

１

上

１

且

１

１

１

１

１

１

『

’

九

１

４

~

~
~
~
~
~
~

~

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

１

１

↑
｜
｜

｜
｜
｜
｜
｜
’

６

４

２
~~
、

ｂ

ａ

Ｔ
ｌ

、
Ⅱ

〃 ″

〃

｜

″

｜

″

｜

〃

〃

当
一
考

５

５

~

Ｈ

Ｈ

〃

G7-86-32.

44出土と接

合
底Ⅲb " 〃

〃

表34住居跡の掲載石器等一覧

罐
5{i

床〃
重さ(:) |順陸(:)順 層位 ;鵬：

(10.2) Obs, " 5-0

(0.4) 0bs. 闇土 ク

(0~6) 0bs' 〃 ’

0．6 01s‘ ケ '

0‘2 0bs， 〃 ケ

0．4 0bs･ ケ ‘

0．4 0bs， ケ 〃

(0'4) 0bs. 〃 ク

0，6 01s， ケ ケ

0．5 0bs、 ケ ’

0~6 0bs， 〃 ケ

0．8 0bs， 〃 ケ

(0.7) 0bs. ク 〃

(O,9) 0bs' " "

0j 0bs， ケ ’

(1.4) Ois. 〃 ′

(3.5) 0bs, 〃 ’

11．4 Sh ケ ケ

|3.4) Sh' 〃 ’

8~2 Sh, " "

(1.2) 0bs､ f 7-0

材質 層位重さ(9)’ k き さ (師）悩儲号 名 称 ｜淵瞬
一
細
一
ゞ
二
飛
一
ニ
ユ
ユ
型
刊
一
堕
峅
一
二
．
三
コ
訓

大 き さ (師）
ロ
万

訂
宏
爾

両
凶 峨番号

勺 ＃有 分關

〃
〃
〃
〃
駈

〃

，
〃

〃
職
〃
〃
〃

叱
叱
叱
叱
飢
訓
叱
凱
肌
叱
凱
飢
岨
拠
伽

１

１

１

１

９

１

９

７

３

６

８

８

１

１

３

１

２

６

３

９
日
？
■
■
０
凸
■

０
日
１
０
日

１

１

０

０

６

１

５

４

２

６

４

８

７

開

肌

Ｉ

１

１

１

１

１

５

１

１

０

１

１

１

１

１

１

'lA4
ｹ~｜ク

５

３

０
，
く
り
叩
〆
ｈ
Ｕ

毎

川

野

Ｖ

ｎ

く

岬

八

Ⅲ

Ⅲ

〕

外

４

Ｊ

，

昼

Ⅲ

Ⅲ

マ

ｏ

ｎ

ｕ

ｕ

ｎ

Ｘ

Ｕ

、

ｆ

ｕ

ｎ

く

●

心

八

Ⅱ

恥

Ｐ

．

司

り

が

ｈ

ｖ

、

八

Ｕ

ｐ

ｎ

４

凸

侭
ｈ
Ｕ

眺
卯
加
州
脚
州
抑
”
伽
郷
州
仙
郷
叫
狐

も
’
八
・
１
１
よ
１
１
４
１
１
４
０
‐
ｏ

刈

剛

凧

刈

Ⅸ

刈

川

刈

刈

Ⅸ

池

刈

刈

刈

刈

ｊ

５

９

１

９

７

２

１

９

５

５

８

１

１

ｌ

〃

ｌ

乢

皿

Ｉ

３

４

６

Ⅲ

６

’

４

乱

４

０

冊

Ｉ

牌

隅
一
隅
一
脚
一
脚
一
隅
一
隅
一
隅
一
脚
一
隅

牌
一
隅

牌
一
隅
一
隅

石H－1 つま附きﾅｲﾌ D

H－l 石 臘 lA4

H－l タ ケ

H－l ケ ケ

H－l ケ lA7

H－l ケ タ

H－1 ク ク

H－l ケ タ

H－l ク ウ

H－l ケ ケ

H－l ケ ク

H－l ク ケ

H l ケ ケ

H l ケ ケ

H l ク ケ

H－1 石撤岨ﾅｲﾌ B

H－l 石 雛Cl

H-1 つお|棺ﾅｲﾌ D

H－1 スクレイパー E

H－l 〃 E

H－3 石 磯 lA4

３

４

ｊ

８

７

４

３

３

５

２

０

３

２

３

２

０

３

３

３

４

０

０

２

０

’

０

７

０

５

０

刈

刈

奴

刈

刈

刈

刈

Ⅸ

刈

刈

刈

刈

猟

淑

刈

Ⅸ

鰍

刈

水

刈

駆

１
１
人
、
●
ｆ
匂
Ｏ
ｐ
４
４
４
ｎ
ｕ
Ｕ
－
ｌ
４
ｑ
Ｊ
“
，
Ｊ
１
鮎
ム
ー
’
よ
ｊ
４
Ｂ
ｎ
Ｊ
Ｕ
‐
ｑ
１
ｌ
４
ｎ
４
Ｕ
‐
、
出
Ｕ
０
ｎ
●
Ｊ
し
。

，
屯
Ｉ
Ａ
０
十
０
０
１
１
４
０
０
９
０
１
１
人
１
１
▲
‐
ｏ
ｎ
〃
白
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2）土塘

10個検された土曠のうち、時期が特定できたものは2個(P-101 ･ 110)だけで、他は不

明である。また、用途についても、いずれも不明である。これらの土擴は、調査区北東隅の斜

面及び一段低いテラスに集中している。以下個別に記す。

P-101 (図69)

川沿いの低位置にある。 Ta-c層除去中に土器片がまとまって検出されたことから、下部

に士擴が存在することを予想して調査したものである。土器は同一個体の破片で、 ほぼ完全に

近い形で復元できた。破片は、大部分が内面

ら曠口部にかけて分布している。

位置F7-39･49、 G7-30･40

規模0．90×0.85/0.70×0.69/0.33

覆土 ， 暗褐色（Ⅱ黒>d2パミス）

3 明榿色(d2パミスンⅡ黒）

遺物（図64-1 ) V群C類土器。胎土’

褐色または黒褐色をしており、炭化物の付着

胎土に

を上にした状態で検出されており、覆土1層中か

不整円形平面形

暗茶褐色（Ⅱ黒十d2パミス）2

砂礫を含み、 体部の色調は明黄褐色、内面は灰

〉 また、補修孔が3か所みられる。

され、突起下には幅広の隆帯が垂れ

‘下位に幅広の沈線と刺突列をめぐ

が認められる

口唇の断面は切り出し形である。口縁には5個の突起が付

下がる。文様帯は口縁部に限られており、上位に横走沈線下位に幅広の沈線と刺突列をめぐ

らすことによって文様帯が区画されている。文様帯内には半裁竹管による細線が平行に幾筋も

引かれ、細線上には弧線と直線を交互に施文して（

施されている。

P-102 (図70)

西側壁上部が調査区外に及んでいる。

位置G7-33

規模一×0.81/1. 15×0.72/0.20

覆土 ， 黒褐色（Ⅱ黒>d2)

位置G7-33

規模一×0.81/1. 15×0.72/0.20

覆土 ， 黒褐色（Ⅱ黒>d2)

､る･地文はRLの斜行縄文で、底面にも

平面形不整楕円形

長軸方向N-44．－W

2 榿褐色(d2)

3 暗榿褐色(d2>Ⅱ黒）

p－103 (図70)

位置G7-67

規模，､64×0.93／1.45×0.84／0．32

覆土 ， 榿褐色(d2パミス＞Ⅱ黒）

3 暗榿褐色(d2パミスシⅡ黒）

P-104 (図70)

位置G7-53

規模0．82×0.42／0.71×0．36／0．09

覆土 ， 黒褐色（Ⅱ黒>d2パミス）

平面形不整楕円形

長軸方向N-46o－E

2 黒褐色（Ⅱ黒>d2パミス）

平面形楕円形

長軸方向N 89o－E
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P-105 (図70)

位置G7-53 平面形楕円形

規模0．63×0.52／0.42×0.30／0．05 長軸方向N-87．5．－E

覆土 1 黒褐色（Ⅱ黒>d2パミス）

P-106 (図70)

位置G7-86 平面形円形

規模0.88×0.82/0.56×0.55/0.78

覆土 l 暗褐色（Ⅱ黒>d2パミス) 2 明榿褐色(d2パミス＞Ⅱ黒）

3 暗茶褐色（Ⅱ黒+d2パミス) 4 黒褐色（Ⅱ黒>d2パミス）

P-107 (図71)

位置G7-86 平面形楕円形

規模0.41×0.36/0. 18×0. 15/0.81 長軸方向N-39o－W

覆土 1 黒褐色（Ⅱ黒>d2) 2 淡榿褐色(d2>Ⅱ黒）

3 暗褐色（Ⅱ黒>d2パミス）

P-108 (図71)

東側壁は木の根の攪乱によって壊されている｡南側壁付近には0. 14×0.8cmの小ピットがある。

また、周辺からも柱穴様ピット9個が検出されたが、本士擴に伴うものかはわからなかった。

位置G7-76 平面形楕円形

規模1．08×0.80/0．89×0.65/0.21 長軸方向N-11o－E

覆土 l 黒褐色（Ⅱ黒>d2) 2 暗黄茶褐色(d2>Ⅱ黒）

P-109 (図71)

位置G7-75･76 平面形楕円形

規模0．47×0.42／0.29×0.25/0.55 長軸方向N-58o－E

覆土 1 暗榿褐色(d2>Ⅱ黒) 2 黒褐色（Ⅱ黒>d2パミス）

3 暗茶褐色（Ⅱ黒+d2パミス) 4 暗褐色（Ⅱ黒>d2)

P-110 (図71)

北東壁付近からⅡ群a－2類土器片6点、 N類1点と南西壁付近からA4類1点の石器が出

土した。いずれも曠底付近から検出されたものである。

位置G7-75･76 平面形楕円形

規模1.03×0.82／0.94×0.73／0． 18 長軸方向N-55o－E

覆土 l 暗褐色（Ⅱ黒>d2パミス) 2 榿褐色(d2パミスンⅡ黒）

遺物 1 ･ 2は春日町式類似の同一個体の口縁部破片で、 Ⅱ群a－2類に分類される。胎土

に繊維を多量に含み、体部の色調は黒褐色を呈する。口唇の断面形はU字形で、口縁下に3

条の平行沈線がめぐる。地文はLRの斜行縄文である。 3は黒曜石製のA4類石鍍。基部がわ

ずかに内湾している。 4は流紋岩製の石錘で、 4か所に快入がある。 （野中一宏）
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表35土塘一覧

模 (m)

’
規

備 考長軸方向平面形置名称 位 茶

３

０
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９

５

８
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ｊ
ヴ
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０
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０

０

０

０

０

０

０

確認面 底 面

0．90×0．85 0．70×0．69

－×(0.81) 1､15×0.72

1．64×0．93 1．45×0．84

0．82×0．42 0．71×0．36

0．63×0．52 0．42×0．30

0．88×0．82 0．56×0．55

0，41×0．36 0．18×0．15

1．08×0．80 0．89×0．65
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表36土壌別出土遺物一覧
等

詞
~~1

I
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表37土塘の掲載実測土器一覧

~ 類器高,ロ ↑蚤｢底 径層位箇版番葺
大 き さ (cm)

VC 36.7 1 33.7 12.0 覆土 8－④

写 真
図版番号

層位分類圃需号’図番号 備 考名

深

称

鉢

遺構番号

き69-1 1P-10' 1

表38土壌の掲載拓影土器一覧

部位|層位|高版誇営|備考｜
胴 ｜覆土’ 8－③

層位備考|図番号 遺構番号|分類
71-21P-1101na-2

遺構番号

腰
図番号

写 真
阿版番号

8－③
遺構番号|分類|部位 層位

| P-''0 1Ha-2 1 口 ｜覆土

部ｲカ分類

~

表39土壌の掲載石器等一覧

材質層位層版番葺
Obs. 覆土 8－②
Rhy. 〃 〃

層位
写 真
図版番号材質 備 考

＝
釧
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鋼
罰

称重さ(9)大き さ(cm)分類L』

曙
名遺構番号図番号
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8~0×9~6×2.3 1 286.2
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Ｐ
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~

173



3）柱穴様ピット （図72）

調査区北東隅にあるP-108の周辺から9個の柱穴様ピットが検出された。

不規則で、遺物も全く出土していない。 このため、時期、用途は不明である。
す~べて同時期のものかどうかについてもわからない。

これらは配置が

また、 これらが

（野中－宏）
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図72柱穴様ピットとF-2 ． 3

4）焼土（図72～74）

F-1 (73.74)

G7-53区を中心としたくぼ地内にある。焼土内には炭化物が少量混入しているが、焼骨

や人工遺物はない。 この焼土周辺からはV群C類二器22点とともに、石鍍24点を含む40点の

石器力§検出された。 これらの石器のほとんどはV群c類土器に伴う可能性が高く、その分布

状態から、本焼土に関連する遺物と考えられる。
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位置G7-53 平面形楕円形

規模0．68×0.48／0.08

遺物 1～4はV群C類土器破片。 1には縄線文力§1条みられる。 5 ． 6はA6類、 7～

22はA7類の石鍍で､石材はすべて黒曜石である。A7類にはかえしが不明瞭なもの(7～11)

と、明瞭なもの(12～22)があり、後者には形態にばらつきがみられる。

F-2 (図72)

位置G7-86 平面形楕円形

規模0．58×0．50/0．05
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表41 焼土

．“位鐙 規模（皿） 備考名称位置 平面形 確認面 深さ
F-3G7-86不整楕円形0.24×0~ 13 （) .03

規 模(m)
名称 位置 平面形 備考

深さ
名称 平面形 備考

栫

一

栫

３

６

５

８

~

７

７

Ｇ

Ｇ

１

２
~

Ｆ

Ｆ

表42 F-1周辺の掲載拓影,十器一覧

需号分類部位発掘区 写真図版番号

1 VC 胴 G7 53 10－①

2 VC 胴 G7－53 〃

10－①

〃 口
塗

皇

４

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
叫
旧
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
ｕ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

発掘区 写真図版番号

G7-53 10－①

G7－53 〃

10－①

部位

胴

胴

表43 F-1周辺の掲載石器等一覧

雷六
コ＝ｰ

／ 、

Ⅷノ

写 真
図版番号

雷弐
＝ｰ

(9)
写 真
図版悉号

番号 名称 分類 発掘区 tきさ(cm) 材質

Obs‘

番号 名称 分類 発掘区 大きさ(cm) 材質

5 石雛IA7 G7-531.7X1 , 1X0．3 0．4

6 石雛 IA7G7-532.0X1 .4X0.3 0．6

7 石雛IA7G7 532.4X1 .2X0．3 0．6

8 石雌IA7G7 532.3X1 .2X0.2 0．6

9 石雛IA7G7－53 2.0X1 .3X0．4 0．7

10 石雛IA7G7－532．5X1 .5X0．3 0．9

11 石鍛IA7G7－53 2.3Xl4XO,3 0．5

12 石鍛IA7G7－532．5X1 .4X0．2 0．4

13 石鰄IA7G7－532．6X1 .4X0．2 0．6

0．4 IA7G7－533． 1X1.5X0．3 0．9

1A7G7－531 ，8X1 .2X0.2 0.3

1A7G7－531 ．8X1 .3X0.4 0.7

1A7G7－532.lX1 . 1X0，2 0．5

1A7G7－532．3X1 .3X0.3 0.7

1A7G7－532．6X1 ．2X0.3 0.6

1A7G7－532．8X1.2XO‘3 0，8

1A7G7－532．8X1 ．2X0.3 0.9

1A7G7－543．3X1.3X0．5 0，3G7－54 3．3X1．3X0.5

10-@
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（図72）

G7-86

0.24×0.13／0．03

F－3

位置

規模

平面形不整楕円形

(野中一宏）

(2) 遺物

Ⅱ黒層からは、縄文時代早期～晩期末葉の土器911点とこれらに伴うと考えられる石器等

1,058点の石器等が検出された。

1 ）土器

Ⅱ黒層からは縄文時代の早期から晩期までの土器片が910点出土した。量は中期のものが最

も多く、次いで晩期、前期、早期、後期の順である。復元できたものは、東側の斜面で出土し

たⅢ群a類の深鉢1個体のみである （図76-32)。 これらの土器は前期・中期のものが北東の

斜面下に集中する傾向がみられ、晩期のものはほほ調査区全域に分布している。以下、分類別

に説明を記す。

I群b-1類( 1 ･ 2) lは表裏とも黒褐色をした硬質な感じのする口縁部破片である。

表には短縄文と撚糸文が、口唇には短縄文が施文されている。 2は茶褐色を呈した胴部破片で、

表には撚りの異なる2条一組の撚糸文と短縄文が施文されている。

I群b－3類（3） 徴隆起線と撚糸文が施された小破片である。

I群b－4類（4～10) 4～9は撚糸文と短縄文が組み合されたものである。撚糸文の

間隔は等間隔のものが多いが、 9のように2条一組で施されたものもある。

Ⅱ群a－2類（11～29) 11～17は口唇部破片、 18～29が胴部の破片である。 11は上部を

欠損しているが、内面の反り具合から口縁に近い部位の破片と思われる。表の横走沈線状のも

のは胎土に混入した繊維の痕である。 13の裏面には胎土に混入した撚糸の痕が多くみられる。

17は羽状縄文が施された口縁部の破片である。土器の表裏には、胎土に混入した繊維の痕がみ

られる。 21はLRの斜縄文が浅く施され、表裏には胎土に混入した撚糸の痕がみられる。 25

は南側の斜面下部で出土したもので、同一個体の破片が多く出土しているが、復元できなかっ

た。

Ⅱ群b類（30．31） 表裏に羽状縄文が施された植苗式の胴部破片である。施文の方向は、

表が横位に裏は縦位である。

Ⅲ群a類（32） 口径22.2cm、現存高17.2cmの円筒上層式の深鉢である。口縁部には波状、

楕円状の貼付文があり、その上に撚糸の圧痕がある。地文は結束羽状縄文で、表面は磨耗が激

しく剥離した部分もある。

Ⅲ群b－2類（33～40) 35は無節の斜縄文と細い沈線が施されている。 36はLRの斜縄文

縦位には4条の沈線があり、横位には2段の刺突が施文されている。 37は破片上部に結束第2
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I
り、貼付帯上および粘土紐より上に2条、下

ないが、胎士、文様の施文のしかたから同一

1文が旅官されている．口縁部には突起がlか

種の文様がみられる。粘土紐を横位に貼付してお

に3条の刺突列が施されている。 36 ． 37は接合し

個体のものと思われる。40は無節の斜縄文､縦走縄文が施文されている。口縁部には突起が1

側面はナデで調整してい

る。底部は「<」の字状

われる土器の底部である。底部の所現存する。41は40と同一個体と思

るため無文となっているが、調整前 文が施文されたものとみられるに縄

41はH－5の覆土出土の土器片と接合した．に外へ張り出している。

帯の部分がLRの斜縄文、

ており、特長的な土器で

『ある。 47は口唇上にLR

文を施している。

る。 53は貼付帯のある胴

ある。

る。

縁部に貼付帯がある。施文は貼付Ⅲ群b－3類（42～51） 43は口

RLの斜縄文である。胎士には白っぽい砂力ｺ多量に含まれており、その下は

ある。45

の圧痕が

Ⅳ群a

、 50も43と同様の胎土を使用しており、同一個体の可能性力

施されている。48は肥厚帯の上に半裁竹管状工具で押し引き

類（52.53） 52の胎土には白っぽい砂を多量に含んでい

同一個体の可能性が

には白っぽい砂を多量に含んでい

部破片である。いずれも表面は暗茶褐色をしている。

Ⅳ群C類（54．55） 54の口唇は切り出し形で、内面には細い竹管状工具により右斜め上

から刺突が2段施されている。 55はLRの斜縄文に5条の横走沈線が施されている。 54． 55

は表裏とも黄褐色で胎土中には黒っぽい砂を含んでおり、同一個体の可能性がある。

V群C類（56～65） 56～59は口縁部の破片である。 60． 61には格子目文、横走沈線が施

されており、口縁部近くの破片と思われる， ま胴部の破片である。 63 ． 64は62に比べ厚

。 65は底部の破片である。 RLの斜縄文

（佐川俊一）

62～641

みがある。 64の裏には横位の調整痕がみとめ られる

が底面にも施されている。

2）石器

石鎌（1～46） 56点出土したうち有茎の (16～20)がほぼ半数を占める。いずれもA7類

明瞭な「かえ り」のないもので、 2次調整が浅く、素材の一次剥離面を残すものが：

布からV群C類の土器に伴うものが多いと思われる。ついで三角形の

基部の平坦なもの（2 ． 6 ． 8）、わずかに湾入するもの（3～5 ． 7

素材の一次剥離面を残すものが多

布からV群C類の ､で三角形の

い。 これ

らは形態、 うき

~12)が多い

分 A4類1類 （2

9～12)

形態からみてⅡ群の土器に伴うものと思われる。がある。 チ

数である。

A3類(1 )、 A6類 は少(13～15)

ナイフ（21～32） 両側縁が非対称で身部と茎部の境界が不明瞭なもの(2石槍または l～24°

26 ． 27．29)、両側縁の対称なもの（25 ． 30)、木葉形のもの(31 ． 32)、左右に張った「かえし」

をもつもの（28）がある。 23．27 ．29は原石面を残しており、 27は未成品の可能性がある。 28

は断面が三角形で身部より茎部の幅が広い。 32

る。

石錐（33．34） いずれも単独の尖頭部を有

ある。

つまみ付きナイフ（35～45） 2次調整が背

32 は華った形態で 入念な表面調整が施されてい

るもので、 33はつまみ部があり、 34は棒状です

全体におよぶ35～38と、 それが周辺部分に限直
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られる39～45がある。身部の形態はさまざまであるが、背面右側縁に2次調整が集中しており、

主要刃部として意識していることがうかがえる。 35～38は腹面右側縁に調整があるが、素材の

厚みを取り去るための加工と思われる。 38は横剥ぎの剥片を用いている。41， 43～45は背面左

側カヨ右側に比べ薄い素材を用いている。 41の背面左側縁および底面のエッヂには微細な調整と

グランデイングが施されていた。 これは使用に際して背面左側縁の薄いエッヂが手を傷つける

のを防ぐための刃潰しと考えられる。45の腹面右側縁にも、腹面に対して急傾斜の調整が施さ

れていた。やはり41同様刃潰しと考えられる。

スクレーパー（46～53） 剥片の周辺に2次調整を施し、刃部を設定したもので、 53以外は、

縦長の形態を有する。47は両面に錯向剥離が、 52には腹面右側縁に不規則な調整がみられるが、

他はすべて片面調整である。

石核（54） 節理による原石面をもつもので、 その平坦面を打面として剥片を剥離している。

打面調整はみられない。

石斧（55～58） 55は未成品、 56は全面磨製のものである。

たたき石（59～61） 59と61は偏平礫の側縁を、 60は円礫の凸部を利用し敲打している。

砥石（62～64） 砂岩製で2面以上の使用面をもつものである。使用面は研磨によってなめ

らかになっている。

石錘（65～72） 偏平円礫の両端ないし四方を打ち欠いて紐かけのノッチを設けたもので、

65～67は長軸、短軸に打ち欠きのある＋（プラス）型、 68～72は長軸の両端に打ち欠きのある

－（マイナス）型である。

土製品（73） 焼成粘土塊である。胎土は粗悪でもろい。 （森秀之）
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4 まとめ

本遺跡のⅡ黒居からは、縄文時代早期～晩期の土器が出土しているが、主体をなす時期は前

中、晩期であり、石器等もこれらの時期に属するものが多いと推測される。ただし、出土分布

からは時期別の土器と石器の対応関係は把握できなかった。

ここでは、個々の石器の形態的な特徴から時期別分類を試みることは困難であるが、他遺跡

の調査例を参考に図示した遺物について帰属時期を考えてみたい。

石鍍のうちA3類(1)は長沼町タンネトウ遺跡（野村、 1977)で、 「タンネトウE式」と

の伴出関係が知られ、以来しばしば撚糸文・絡条体圧痕文土器との共伴が報告されているもの

で、本遺跡の石鍍もこの時期に属すると思われ、新空港用地内でも美々2，美々4遺跡（北埋

文、 1984, 1985）などからV群C類の土器に伴って出土している。原石面を残した小型の石

核54と、砂岩製の多面砥石62～64はⅢ群に伴うものと思われる。登別市千歳5遺跡（北埋文、

1983)でこれらはⅢ群D－3類と共に出土している。石槍またはナイフ(21～32)のなかにも

この時期に含まれるものがあるかもしれない。

農篝霧
一くこ＞‐＜二＞＝

： ？●零
◇ ○

I馴愚り
-e L_J

溌聯

鱸錨
一一で一＞

リ

鞠

図81 Ⅱ群a－2類に伴う石器一中野A遺跡
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この他、 A4類の石鐡(2～12)石錐(33, 34)石錘(65～72)はⅡ群の時期、縄文時代前

期のものと思われる。 Ⅱ群a－2類の単純遺跡である静内町中野A遺跡（古原、 1985)では

良好な石器のセット関係がとらえられている。それによれば、三角形の石鍍、有柄または側縁

の両側にえぐり込みのある両面調整の石槍またはナイフ、縦形・横形のつまみ付ナイフ、棒状

またはつまみ付きの石錐、北海道式石器、 たたき石、すり石、台石、 4カ所に打ち欠きのある

う°ラス形の石錘などが伴っている。また、 Ⅱ群b類のうち植苗式およびこれに類する土器が

出土した帯広市宮本遺跡（帯広市教委1986）でを同様の石器組成が確認されている。

美沢1l遺跡においても先にあげた器種はこれらと共通点があり、 Ⅱ群a類ないしb類に伴

う可能性を示唆している。ただし、 ここではこの時期に多出するたたき石、すり石、台石等の

本遺跡の石器等は対等に評価でど、美沢1l遺跡の石器群と中野A遺跡や宮

， （森秀之）

礫石器が乏しいな

きるものではない

(出典順）引用参考文献

1979 「美沢川流域の遺跡群」Ⅲ

1971 「祝梅三角山地点」

北海道教育委員会

千歳市教育委員会

吉崎昌-1961

白滝団体研究会

側)北海道埋蔵文化

:研究26-1｢白滝遺跡と北海道の無土器文化」 民族学

1963 「白滝遺跡の研究」

北埋調報23｢今金郡美利河1遺跡」財センター 1985a

〃 1985b 「湯の里遺跡群」 北埋調報18

帯広市教育委員会198 「帯広・暁遺跡」 帯広市埋蔵文化財調査報告 l

北見市1985 「広郷8遺跡（Ⅱ)」

魂の遺跡群」 調査の概要助北海道埋蔵文化財センター 1981 「美沢川流1
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写真図版一





調査前・調査風景 図版1

△①調査前風景（南から）

③調査風景（南東から）△△②調査風景（南東から）
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図版2

I黒層の土壌群

南東から
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図版3I黒層の土塘

△②P-12の土器(1)

蕊繊…溌鱗夢嬢

△③P-12の土器(2)△①P-12遺物出土状況（南東から）
:鐸悪蟻瑳騨騨耀甚鰯錘¥輔輔黙斡辮堵鯵蠅溺甥譜

礎
負､郡ｺ

甥亭串

△⑥P-10の土器

鰯
漣
躍

蕊

蕪蕊轤撫熱終輯灘，蝋溺蝿蕊淡盛識､懇総辮騨獺…’

△⑤P-10遺物出土状況（北西から）△④P-10 (北西から）
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調査Ⅱ黒層の図版4

縄文前期の住居跡群（北から）
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図版5住居跡(1fH-1-

督~ ~

穂
②覆土の土器△△①東から

△③覆土の土器片

磯~“由“職聯●~“~蝋~“~鼎獅

雲
△④石器等
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図版6 住居跡(2)

△①H-2 (北から） ②H-3 (北東から）△

△③H-4 (南西から） ④H－5 ． 6 （東から）△
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住居跡(3) 図版7

蕊
:……

△①H－3 ． 4 ． 5 ． 6の土器片

獅
蕊識

急患曇虚幾

書鋤書 鵜議

②H－3 ． 4 ． 5 ． 6の石器等△
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図版8 土塘

奥

鰺
蕊

③

「

」

①P-110遺物出土状況（東から）

②P-110の石器

③P-110の土器

①△『１ｌＩ

ｌ

④P101の土器

⑤P-101の遺物出土状況（西から）

△④ ⑤△
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包含層の調査 図版9

蕊

-F-1周辺の遺物出土状況（北から）一
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図版10 包含層の遺物(1)

尋 拳 尋 拳● ＊ 拳 拳

~鍛心 ~＊● 鐘ル聯小心

鱗

鱒鍵
△①F-1周辺出土の遺物

鑑識

②Ib-4類土器片△
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包含層の遺物(2) 図版11

篭
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△①Ⅱa－2類土器片

溌蕊漁織鍵

聯

②Ⅱb類土器片△
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図版12 包含層の遺物(3)
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Ⅲ群土器
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包含層の遺物(4) 図版13
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綴灘職~ §
~~~~蕊呼抑
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曇鰯職
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包含層の遺物(5)図版14
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包含層の遺物(6) 図版15
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D･E・00･01a･01 ･02類石器等
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図版16 包含層の遺物(7)

F類石器
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包含層の遺物(8) 図版17

農識

卿

蕊
蔑
謙
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G･J。K・M類石器
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包含層の遺物(9)図版18

蝋綱
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